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一
　
は
じ
め
に

　
カ
ー
ル
・
ク
ラ
ウ
ス
と
ア
ド
ル
フ
・
ロ
ー
ス
の
二
人
は
「
世
紀
末
ウ
ィ
ー
ン
」
を
語
る
上
で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
登
場
人
物
で
あ

る
。
片
や
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
蔓
延
る
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
腐
敗
に
嚙
み
付
き
、
舌
鋒
鋭
い
批
判
を
浴
び
せ
か
け
た
稀
代
の
諷
刺
家

に
し
て
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
片
や
王
宮
の
真
向
か
い
に
無
装
飾
の
建
物
（「
ロ
ー
ス
・
ハ
ウ
ス
」）
を
設
計
し
、
歴
史
主
義
的
な
建
築
物
に

一
　
は
じ
め
に

二
　
ア
ド
ル
フ
・
ロ
ー
ス
の
「
装
飾
」
批
判

三
　
カ
ー
ル
・
ク
ラ
ウ
ス
の
「
装
飾
」
批
判

四
　
ま
と
め

 

高

橋

義

彦

カ
ー
ル
・
ク
ラ
ウ
ス
と
ア
ド
ル
フ
・
ロ
ー
ス

―
世
紀
転
換
期
ウ
ィ
ー
ン
に
お
け
る
「
装
飾
」
批
判
と
そ
の
意
味

―
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彩
ら
れ
た
ウ
ィ
ー
ン
を
「
ポ
チ
ョ
ム
キ
ン
都（
1
）市」
と
嘲
弄
し
て
憚
ら
な
か
っ
た
建
築
家
に
し
て
文
化
批
評
家
。
こ
の
二
人
の
「
ア
ン
フ
ァ
ン
・ 

テ
リ
ブ
ル
」
は
、
世
紀
末
ウ
ィ
ー
ン
文
化
を
論
じ
る
際
に
好
ん
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
き（
2
）た。

ウ
ィ
ー
ン
文
化
論
に
お
い
て
、
ク
ラ
ウ
ス
と

ロ
ー
ス
を
、
バ
ロ
ッ
ク
的
伝
統
の
後
裔
（
＝
「
唯
美
派
」）
に
対
抗
す
る
啓
蒙
的
伝
統
の
後
裔
（
＝
「
倫
理
派
」）
と
グ
ル
ー
プ
分
け
す
る

カ
ー
ル
・
Ｅ
・
シ
ョ
ー
ス
キ
ー
や
、
ロ
ー
ス
＝
シ
ェ
ー
ン
ベ
ル
ク
＝
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
と
い
っ
た
文
化
的
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
を
、

一
括
し
て
「
ク
ラ
ウ
ス
主
義
者
」
と
し
て
論
じ
る
ア
ラ
ン
・
ジ
ャ
ニ
ク
と
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
ト
ゥ
ー
ル
ミ
ン
の
研
究
は
そ
の
代
表
的
な 

例
と
い
え
よ（
3
）う。

　
両
者
が
こ
の
よ
う
に
ま
と
め
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
に
い
わ
れ
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
世
紀
末
ウ
ィ
ー
ン
研
究
の
文
脈
に
お
い
て
考
え

て
み
る
と
、
ク
ラ
ウ
ス
と
ロ
ー
ス
は
共
に
、
既
成
の
ウ
ィ
ー
ン
市
民
社
会
に
対
す
る
と
同
時
に
、
彼
ら
の
同
世
代
の
唯
美
主
義
者
た
ち
に

対
す
る
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
批
判
者
で
あ
っ
た
。
こ
の
両
戦
線
に
お
い
て
二
人
は
い
わ
ば
共
闘
関
係
に
あ
り
、
ク
ラ
ウ
ス
は
ロ
ー
ス
を
擁
護
す

る
論
文
を
彼
が
発
行
し
て
い
た
個
人
誌
『
フ
ァ
ッ
ケ
ル
』
に
何
度
も
掲
載
し
て
い
る
し
、
ま
た
彼
自
身
の
時
代
批
判
を
展
開
す
る
上
で
も

ロ
ー
ス
に
繰
り
返
し
依
拠
し
て
い
る
。
ヘ
ル
マ
ン
・
バ
ー
ル
や
フ
ー
ゴ
ー
・
フ
ォ
ン
・
ホ
フ
マ
ン
ス
タ
ー
ル
と
い
っ
た
文
学
者
、
ヨ
ー
ゼ

フ
・
オ
ル
ブ
リ
ッ
ヒ
、
ヨ
ー
ゼ
フ
・
ホ
フ
マ
ン
と
い
っ
た
建
築
家
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
代
表
さ
れ
る
唯
美
主
義
的
な
文
化
と
は
異
な
る
、
同

時
代
の
ウ
ィ
ー
ン
文
化
の
も
う
一
つ
の
側
面
、
す
な
わ
ち
そ
の
「
批
判
的
」
側
面
を
捉
え
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
ク
ラ
ウ
ス
、
ロ
ー
ス
と

い
っ
た
当
時
の
文
化
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
に
対
す
る
着
目
が
必
要
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
伝
記
的
事
実
か
ら
も
二
人
の
関
係
の
深
さ
は
伝
わ
っ
て
く
る
。
ロ
ー
ス
は
ク
ラ
ウ
ス
に
と
っ
て
数
少
な
い
生
涯
に
わ
た
る
友
人
で

あ
っ
た
。
そ
の
批
判
的
舌
鋒
の
鋭
さ
ゆ
え
に
当
初
の
友
好
関
係
が
崩
れ
、
後
に
ク
ラ
ウ
ス
と
敵
対
関
係
に
陥
っ
た
友
人
、
知
人
は
数
多
い

の
だ
が
、
ク
ラ
ウ
ス
と
ロ
ー
ス
の
友
情
関
係
が
決
定
的
に
壊
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ク
ラ
ウ
ス
は
兄
弟
の
家
の
デ
ザ
イ
ン
を
ロ
ー
ス
に

委
託
す
る
な
ど
経
済
的
な
援
助
も
行
っ
て
い
た（
4
）し、
ロ
ー
ス
が
一
九
三
三
年
に
亡
く
な
っ
た
際
、
弔
辞
を
読
ん
だ
の
は
他
な
ら
ぬ
ク
ラ
ウ

ス
で
あ
っ
た
（F888: 1 -3, 1933

）。
一
方
で
ロ
ー
ス
も
、
一
九
一
三
年
に
ク
ラ
ウ
ス
が
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
入
信
し
た
際
の
代
父
を
務
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め（
5
）るな
ど
、
両
者
の
関
係
は
「
持
ち
つ
持
た
れ
つ
」
で
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
こ
の
よ
う
に
共
闘
関
係
が
指
摘
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
両
者
で
は
あ
る
が
、
従
来
同
列
に
並
べ
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
の
多
か
っ
た

こ
の
二
人
の
思
想
の
差
異
を
指
摘
す
る
研
究
も
い
く
つ
か
存
在
す（
6
）る。
そ
う
し
た
研
究
に
お
い
て
は
、
ク
ラ
ウ
ス
と
ロ
ー
ス
に
と
っ
て

「
共
通
の
敵
」

―
前
世
代
の
守
旧
派
と
同
世
代
の
唯
美
主
義
者

―
が
世
紀
末
ウ
ィ
ー
ン
に
存
在
し
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
と
し
て
も
、

彼
ら
の
議
論
の
枠
組
み
や
、
目
指
し
た
社
会
像
に
は
相
違
点
が
数
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
本
論
の
目
的
は
、
こ

う
し
た
先
行
研
究
に
基
本
的
に
依
拠
し
な
が
ら
も
、
両
者
の
議
論
を
政
治
・
社
会
（
学
）
的
側
面
と
心
理
（
学
）
的
側
面
か
ら
整
理
し
な

お
し
、
そ
の
比
較
作
業
を
通
じ
て
ク
ラ
ウ
ス
と
ロ
ー
ス
の
相
違
点
を
よ
り
明
確
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。
さ
ら
に
二
点
目
の
心
理
（
学
）
的

側
面
の
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
ク
ラ
ウ
ス
と
交
流
の
あ
っ
た
フ
ロ
イ
ト
と
の
比
較
も
行
っ
た
。
ク
ラ
ウ
ス
と
ロ
ー
ス
、
さ
ら
に
フ
ロ
イ
ト

の
思
想
上
の
差
異
を
論
じ
る
こ
と
で
、
世
紀
末
ウ
ィ
ー
ン
に
お
け
る
文
化
ア
ヴ
ャ
ン
ギ
ャ
ル
ド
思
想
の
多
様
性
を
見
出
す
一
助
と
し
た
い
。

と
り
わ
け
ロ
ー
ス
、
フ
ロ
イ
ト
と
の
比
較
を
通
じ
、「
市
民
的
啓
蒙
」
の
後
継
者
と
簡
単
に
は
分
類
し
が
た
い
ク
ラ
ウ
ス
の
時
代
批
判
の

論
理
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
そ
う
し
た
彼
の
一
貫
し
た
論
理
が
後
の
一
次
大
戦
批
判
へ
と
連
続
的
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
を
示

唆
す
る
。

　
結
論
を
先
取
り
し
て
い
え
ば
、「
政
治
・
社
会
（
学
）」
的
側
面
に
お
い
て
、
ロ
ー
ス
が
西
洋
諸
国
（
特
に
ア
メ
リ
カ
と
イ
ギ
リ
ス
）
の
進

歩
し
た
政
治
文
化
を
高
く
評
価
し
、
そ
こ
を
基
準
と
し
て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
「
後
進
性
」
を
批
判
し
た
と
す
れ
ば
、
ク
ラ
ウ
ス
に
は

―

一
部
ロ
ー
ス
と
同
じ
よ
う
な
議
論
の
展
開
は
見
ら
れ
る
も
の
の

―
オ
ー
ス
ト
リ
ア
を
含
め
た
西
洋
諸
国
一
般
の
進
歩
を
「
堕
落
」
と
し

て
捉
え
る
文
化
ペ
シ
ミ
ズ
ム
の
傾
向
が
強
く
見
ら
れ
る
。
ま
た
「
心
理
（
学
）」
的
側
面
に
お
い
て
は
、
ロ
ー
ス
が
「
装
飾
」

―
こ
れ

は
ロ
ー
ス
の
文
化
批
判
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る

―
を
未
発
達
な
人
間
の
「
抑
制
な
き
衝
動
」
の
発
露
と
し
て
捉
え
、
芸
術
を
「
衝
動
の

抑
制
」
の
結
果
生
ま
れ
た
高
度
な
文
化
と
考
え
て
い
た
と
す
れ
ば
、
ク
ラ
ウ
ス
は
進
歩
し
た
西
洋
市
民
社
会
の
「
衝
動
の
抑
圧
」
に
よ
る

退
行
現
象
と
し
て
「
装
飾
」
を
捉
え
、
む
し
ろ
「
衝
動
の
解
放
」
に
装
飾
と
は
区
別
さ
れ
る
芸
術
の
根
源
を
見
出
し
て
い
た
。
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本
論
で
は
、
第
二
章
に
お
い
て
ア
ド
ル
フ
・
ロ
ー
ス
の
思
想
を
彼
の
代
表
的
論
稿
と
い
え
る
「
装
飾
と
犯
罪
」
を
中
心
に
論
じ
、
第
三

章
で
は
ク
ラ
ウ
ス
の
ロ
ー
ス
論
を
紹
介
し
た
上
で
、
第
二
章
で
ま
と
め
た
ロ
ー
ス
思
想
と
比
較
し
な
が
ら
ク
ラ
ウ
ス
の
思
想
を
論
じ
、
両

者
の
思
想
の
相
違
点
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
両
者
の
影
響
関
係
が
特
に
顕
著
に
見
ら
れ
る
の
は
二
〇
世
紀
冒
頭
の
十
数
年
で
あ
る
た
め
、

本
論
に
お
い
て
も
特
に
こ
の
時
期
の
テ
キ
ス
ト
を
中
心
的
な
検
討
対
象
と
す
る
。

二
　
ア
ド
ル
フ
・
ロ
ー
ス
の
「
装
飾
」
批
判

　
ロ
ー
ス
思
想
の
内
容
検
討
に
入
る
前
に
、
簡
単
に
彼
の
生
涯
に
つ
い
て
紹
介
し
て
お
こ（
7
）う。
ア
ド
ル
フ
・
ロ
ー
ス
は
一
八
七
〇
年
に
石

工
の
息
子
と
し
て
モ
ラ
ヴ
ィ
ア
の
ブ
リ
ュ
ン
に
生
ま
れ
た
。
彼
は
ク
ラ
ウ
ス
と
異
な
り
ユ
ダ
ヤ
系
で
は
な
い
が
、
ク
ラ
ウ
ス
同
様
も
と
は

現
チ
ェ
コ
領
出
身
の
非
ウ
ィ
ー
ン
人
で
あ
っ
た
。
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
、
ド
レ
ス
デ
ン
の
王
立
工
科
大
学
を
経
て
、
一
八
九
三
年
か
ら
三
年
間

を
ア
メ
リ
カ
で
過
ご
し
た
。
帰
国
後
は
建
築
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
文
筆
家
と
し
て
活
動
を
始
め
、
早
く
も
一
八
九
八
年
に
は
ウ
ィ
ー
ン
を
代
表

す
る
日
刊
紙
『
ノ
イ
エ
・
フ
ラ
イ
エ
・
プ
レ
ッ
セ
』
で
連
載
を
持
っ
て
い
る
。
建
築
デ
ザ
イ
ン
の
分
野
で
も
「
カ
フ
ェ
・
ム
ゼ
ー
ウ
ム
」

（
一
八
九
九
年
）、「
ケ
ル
ン
ト
ナ
ー
・
バ
ー
」（
一
九
〇
七
年
）
な
ど
の
作
品
を
生
み
出
し
、
一
九
一
〇
年
に
は
ウ
ィ
ー
ン
中
を
議
論
の
渦
に

巻
き
込
ん
だ
「
ロ
ー
ス
・
ハ
ウ
ス
」
を
設
計
し
た
。
ま
た
同
年
に
は
ウ
ィ
ー
ン
や
ベ
ル
リ
ン
で
講
演
会
を
開
催
し
「
装
飾
と
犯
罪
」
を
朗

読
し
て
い
る
。
一
次
大
戦
後
は
「
赤
い
ウ
ィ
ー
ン
」
と
し
て
知
ら
れ
る
社
会
民
主
党
主
導
の
市
政
運
営
に
一
時
携
わ
り
、
同
党
の
住
宅
政

策
に
関
わ
っ
た
。
そ
の
後
パ
リ
へ
移
住
し
、
ダ
ダ
イ
ス
ト
と
し
て
知
ら
れ
る
ト
リ
ス
タ
ン
・
ツ
ァ
ラ
の
住
居
な
ど
を
手
が
け
た
。
一
九
三

三
年
に
ウ
ィ
ー
ン
で
死
去
。

　
彼
の
文
筆
作
品
は
生
前
に
刊
行
さ
れ
た
、
初
期
著
作
集
『
虚
空
に
向
け
て
語
る
』（
一
九
二
一
年
）
と
「
装
飾
と
犯
罪
」
を
含
め
多
く
の

論
稿
を
集
め
た
『
に
も
か
か
わ
ら
ず
』（
一
九
三
一
年
）、
さ
ら
に
一
九
八
〇
年
代
に
な
っ
て
か
ら
編
集
・
刊
行
さ
れ
た
『
ポ
チ
ョ
ム
キ
ン
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都
市
』（
一
九
八
三
年
）
の
三
冊
に
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
邦
訳
も
一
部
存
在
す（
8
）る。

　
ロ
ー
ス
思
想
を
論
じ
る
に
あ
た
っ
て
は
、
彼
の
代
表
作
と
い
え
る
「
装
飾
と
犯（
9
）罪」

の
内
容
を
紹
介
す
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
。
同
論

文
は
世
紀
末
ウ
ィ
ー
ン
研
究
に
お
い
て
必
ず
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
言
及
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
ロ
ー
ス
論
を
展
開
す
る
に
あ
た
っ
て

ロ
ー
ス
思
想
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
知
る
た
め
に
も
こ
の
論
文
の
理
解
は
不
可
欠
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
同
論
文
の
冒
頭
で
、
ロ
ー
ス
は
ヘ
ッ
ケ
ル
流
の
進
歩
主
義
的
な
文
化
観
を
披
露
す
る
。
す
な
わ
ち
胎
児
が
母
親
の
胎
内
で
生
物
の
発
展

段
階
を
経
験
す
る
よ
う
に
、
子
ど
も
は
生
ま
れ
た
後
も
二
歳
の
と
き
は
パ
プ
ア
人
、
四
歳
で
古
代
ゲ
ル
マ
ン
人
、
六
歳
で
は
ソ
ク
ラ
テ
ス
、

八
歳
で
は
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
と
人
類
文
化
の
発
展
段
階
を
た
ど
り
、
そ
し
て
大
人
に
な
っ
て
現
代
人
に
至
る
、
と
ロ
ー
ス
は
主
張
す
る
の
で

あ
る
。
ロ
ー
ス
に
と
っ
て
同
時
代
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
政
治
文
化
の
問
題
と
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
が
い
わ
ば
こ
の
「
パ
プ
ア
」
的
段
階
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
に
あ
っ
た
。

　
で
は
果
た
し
て
、
文
化
の
進
歩
と
は
何
を
基
準
に
計
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
ロ
ー
ス
が
持
ち
出
す
の
が
こ
の
講
演

の
タ
イ
ト
ル
で
も
あ
る
「
装
飾
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
。
ロ
ー
ス
に
と
っ
て
「
文
化
の
進
化
と
は
日
用
品
か
ら
装
飾
を
取
り
除
く

と
い
う
こ
と
と
同
義
」
で
あ
）
10
（
る
。
彼
の
生
き
る
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
に
あ
っ
て
、
自
分
の
家
、
持
ち
物
に
装
飾
を
施
し
、
あ
ま
つ
さ
え

自
分
の
身
体
に
ま
で
装
飾
（
ロ
ー
ス
は
タ
ト
ゥ
ー
を
強
く
批
判
し
て
い
る
）
を
刻
み
込
む
者
は
「
犯
罪
者
か
、
そ
れ
と
も
変
質
者
」
に
他
な
ら

な
い
。
そ
れ
ゆ
え
装
飾
と
は
、
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
は
、「
後
進
性
」
を
示
す
「
退
廃
現
象
」
で
あ
る
。
ロ
ー
ス
は
あ
た
か
も
預

言
者
の
よ
う
に
こ
の
講
演
原
稿
の
中
で
次
の
よ
う
に
聴
衆
に
呼
び
か
け
る
。

泣
く
な
、
見
よ
。
わ
れ
わ
れ
の
時
代
に
は
、
新
し
い
形
の
装
飾
が
生
み
出
さ
れ
な
い
か
ら
こ
そ
、
わ
れ
わ
れ
の
時
代
が
偉
大
な
る
こ
と
の
証
な
の
で
は

な
い
か
。
わ
れ
わ
れ
は
装
飾
を
克
服
し
た
の
で
あ
り
、
装
飾
が
な
く
と
も
生
き
て
い
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
見
よ
、
そ
れ
が
完
全
に
実
現
さ

れ
る
日
は
目
前
に
迫
っ
て
い
る
の
だ
。
ま
も
な
く
、
都
市
の
街
路
と
い
う
街
路
が
白
壁
の
よ
う
に
光
り
輝
く
日
が
来
る
こ
と
だ
ろ
う
。
聖
な
る
都
市
、
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天
国
の
首
都
シ
オ
ン
の
よ
う
に
光
り
輝
く
日
）
11
（
が
。

ロ
ー
ス
に
と
っ
て
「
装
飾
」
が
文
化
的
後
進
性
の
現
れ
だ
と
す
れ
ば
、「
無
装
飾
」
こ
そ
文
化
の
進
歩
の
現
れ
で
あ
り
、「
精
神
力
の
証
」

な
の
で
あ
）
12
（

る
。
こ
の
一
見
極
端
な
進
歩
主
義
的
議
論
で
果
た
し
て
ロ
ー
ス
は
何
を
主
張
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
第
一
に
、
ロ
ー
ス
の
「
装
飾
」
批
判
の
政
治
・
社
会
学
的
な
意
味
と
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
「
後
進
性
」
に
対
す
る
批
判
で
あ
っ
た
、

と
い
え
る
。「
装
飾
と
犯
罪
」
と
い
う
論
文
は
も
と
も
と
講
演
原
稿
で
、
ロ
ー
ス
は
一
九
一
〇
年
一
月
に
ウ
ィ
ー
ン
、
三
月
に
は
ベ
ル
リ
ン
、 

一
二
月
に
は
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
、
さ
ら
に
翌
年
三
月
に
は
プ
ラ
ハ
（
同
講
演
に
は
フ
ラ
ン
ツ
・
カ
フ
カ
も
参
加
し
て
い
）
13
（

る
）、
と
い
っ
た
中
欧
諸 

都
市
に
お
い
て
朗
読
し
）
14
（
た
。
そ
し
て
こ
の
時
期
の
ロ
ー
ス
に
と
っ
て
最
大
の
懸
念
事
項
は
「
ロ
ー
ス
・
ハ
ウ
ス
」
を
め
ぐ
る
ス
キ
ャ
ン
ダ 

ル
で
あ
っ
た
。
こ
の
具
体
例
を
参
照
し
な
が
ら
、「
装
飾
と
犯
罪
」
が
書
か
れ
た
時
代
背
景
を
見
て
い
こ
う
。

　
ロ
ー
ス
は
一
九
〇
九
年
に
ウ
ィ
ー
ン
中
心
部
の
ミ
ヒ
ャ
エ
ラ
ー
・
プ
ラ
ッ
ツ
に
あ
る
紳
士
服
店
「
ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
＆
ザ
ラ
チ
ュ
」
に
デ

ザ
イ
ン
を
委
託
さ
れ
、
大
理
石
に
被
覆
さ
れ
た
下
層
階
と
、
真
っ
白
で
平
ら
な
上
層
階
か
ら
な
る
き
わ
め
て
シ
ン
プ
ル
な
建
築
物
を
設
計

し
た
。
し
か
し
翌
一
九
一
〇
年
九
月
に
は
、
そ
の
デ
ザ
イ
ン
の
無
装
飾
性
ゆ
え
に
、
市
当
局
か
ら
工
事
の
中
止
命
令
が
出
さ
れ
て
し
ま
う
。

王
宮
の
真
向
か
い
に
こ
の
よ
う
な
無
装
飾
の
建
築
物
を
作
る
こ
と
は
「
不
敬
で
あ
る
」
と
考
え
ら
れ
た
の
）
15
（
だ
。
最
終
的
に
ロ
ー
ス
側
が
デ

ザ
イ
ン
に
つ
い
て
多
少
の
妥
協
す
る
こ
と
で
一
九
一
二
年
に
は
認
可
が
下
り
る
も
の
の
、
こ
の
建
築
物
を
め
ぐ
る
論
争
は
約
二
年
間

ウ
ィ
ー
ン
を
に
ぎ
わ
す
こ
と
と
な
っ
た
。「
装
飾
」
の
批
判
者
ロ
ー
ス
は
、
ウ
ィ
ー
ン
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
デ
ザ
イ
ン
の
「
無
装
飾
」
性

ゆ
え
に
非
難
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
「
無
装
飾
」
の
主
唱
者
ロ
ー
ス
と
「
装
飾
」
の
擁
護
者
で
あ
る
市
当
局
、
ひ
い
て
は
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
の
対
決
は
、「
装
飾
と

犯
罪
」
の
文
脈
で
い
え
ば
、「
現
代
人
」
ロ
ー
ス
と
「
パ
プ
ア
的
」
段
階
に
あ
る
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
の
対
決
を
意
味
し
て
い
た
。
も
ち

ろ
ん
「
装
飾
と
犯
罪
」
そ
れ
自
体
は
「
ロ
ー
ス
・
ハ
ウ
ス
」
問
題
が
生
じ
る
以
前
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、「
装
飾
」
の
除
去
を
文
化
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の
進
歩
と
見
る
ロ
ー
ス
の
文
化
史
観
は
一
九
世
紀
末
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
）
16
（
る
。
し
か
し
「
ロ
ー
ス
・
ハ
ウ
ス
」
問
題
が
生

じ
た
後
で
あ
る
一
九
一
〇
年
一
二
月
の
ベ
ル
リ
ン
で
の
講
演
「
建
築
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
、
ロ
ー
ス
は
「
文
化
の
進
化
と
は
日
用
品
か

ら
装
飾
を
取
り
除
く
と
い
う
こ
と
と
同
義
で
あ
る
」
と
い
う
「
装
飾
と
犯
罪
」
の
キ
ー
セ
ン
テ
ン
ス
を
一
言
一
句
変
え
る
こ
と
な
く
繰
り

返
し
て
自
説
を
展
開
し
、
自
ら
の
建
築
物
を
擁
護
し
）
17
（
た
。
ロ
ー
ス
に
と
っ
て
、「
ロ
ー
ス
・
ハ
ウ
ス
」
を
め
ぐ
る
市
当
局
と
そ
の
背
後
に

あ
る
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
と
の
対
決
と
は
、
一
九
世
紀
末
以
来
の
自
ら
の
思
想
信
条
を
め
ぐ
る
争
い
の
顕
在
化
を
意
味
し
て
い
た
。
彼
の

い
さ
さ
か
極
端
な
進
歩
主
義
は
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
の
後
進
性
へ
の
こ
の
対
決
意
識
か
ら
生
じ
た
も
の
と
考
え
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。

「
装
飾
と
犯
罪
」
の
中
で
ロ
ー
ス
は
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
を
「
国
民
の
文
化
的
発
展
に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
を
自
己
の
務
め
と
心
得

て
い
る
国
家
」
と
揶
揄
す
）
18
（
る
。
ロ
ー
ス
は
一
八
九
三
年
か
ら
の
三
年
間
を
ア
メ
リ
）
19
（
カ
で
暮
ら
し
、
そ
こ
か
ら
の
帰
国
途
上
で
ロ
ン
ド
ン
と

パ
リ
に
も
滞
在
経
験
が
あ
っ
た
。
彼
は
自
ら
の
こ
の
西
洋
経
験
か
ら
「
東
の
国
」
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
後
進
性
の
批
判
を
、「
装
飾
」
と
い

う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
軸
に
行
っ
た
の
で
あ
る
。

　
例
え
ば
ロ
ー
ス
は
一
九
〇
二
年
に
自
ら
発
行
し
た
雑
誌
『
他
者
』
に
、「
西
洋
文
化
を
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
導
入
す
る
た
め
の
小
冊
子
」

と
い
う
副
題
を
与
え
て
い
）
20
（
る
。
ア
ル
フ
レ
ー
ト
・
プ
フ
ァ
ビ
ガ
ン
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
ロ
ー
ス
に
と
っ
て
の
「
シ
オ
ン
」
と
は
西
洋
を

意
味
し
、
彼
に
と
っ
て
の
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
的
な
も
の
」
と
は
克
服
さ
る
べ
き
何
も
の
か
に
過
ぎ
な
か
っ
）
21
（

た
。「
西
洋
文
化
の
中
心
は 

ロ
ン
ド
ン
」
に
あ
っ
）
22
（
た
。
そ
れ
ゆ
え
ロ
ー
ス
の
議
論
の
端
々
に
は
、
頻
繁
に
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
を
比
較
す
る
議
論

が
見
ら
れ
る
。
彼
は
よ
り
進
ん
だ
、
現
代
的
な
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
の
文
化
の
視
点
か
ら
、
後
進
的
な
オ
ー
ス
ト
リ
ア
文
化
を
批
評
し

て
い
）
23
（

る
。
そ
れ
ゆ
え
ク
ラ
ウ
ス
も
ロ
ー
ス
を
「
反
ウ
ィ
ー
ン
人
」（F363 -365: 4, 1912

）、「
よ
き
ア
メ
リ
カ
人
」（F329 -330: 10, 1911

）

と
呼
ん
で
い
た
く
ら
い
で
あ
る
。

　
カ
ー
ル
・
Ｅ
・
シ
ョ
ー
ス
キ
ー
は
彼
の
主
著
『
世
紀
末
ウ
ィ
ー
ン
』
に
お
い
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
市
民
革
命
の
挫
折
、
市
民

層
の
美
的
領
域
へ
の
撤
退
と
貴
族
文
化
へ
の
同
化
を
軸
に
世
紀
末
ウ
ィ
ー
ン
文
化
を
論
じ
た
）
24
（
が
、
プ
フ
ァ
ビ
ガ
ン
が
言
う
よ
う
に
、
ロ
ー
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ス
の
試
み
と
は
、
同
時
代
の
彼
の
支
持
者
に
と
っ
て
ま
さ
に
「
美
的
領
域
に
お
け
る
市
民
革
命
の
追
体
）
25
（
験
」
を
意
味
し
て
い
た
。
ロ
ー
ス

本
人
も
自
ら
の
建
物
を
「
市
民
的
建
築
物
」
と
呼
ん
で
い
）
26
（

る
。
た
と
え
そ
れ
が
美
的
領
域
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
ロ
ー
ス
は
そ
こ

で
旧
体
制
に
闘
い
を
挑
ん
だ
。
そ
し
て
ロ
ー
ス
に
と
っ
て
政
治
、
経
済
、
文
化
に
お
け
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
後
進
性
の
象
徴
こ
そ
が
「
装

飾
」
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
装
飾
に
お
ぼ
れ
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
、
ロ
ー
ス
の
議
論
の
ロ
ジ
ッ
ク
に
お
い
て
、
後
進
性
、
退
廃
、
病
的
、

未
開
、
野
蛮
と
い
っ
た
負
の
記
号
を
背
負
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
で
は
な
ぜ
こ
う
し
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
「
後
進
性
」
批
判
を
、
ロ
ー
ス
は
「
装
飾
」
批
判
と
い
う
形
で
行
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点

に
関
し
重
要
な
の
が
、
彼
の
思
想
が
持
つ
「
心
理
（
学
）」
的
な
意
味
で
あ
る
。
彼
は
建
築
物
や
日
用
品
に
装
飾
を
施
す
こ
と
を
強
く
批

判
し
た
が
、
一
方
で
芸
術
作
品
は
高
く
評
価
し
た
。
ロ
ー
ス
は
「
だ
が
わ
れ
わ
れ
に
は
芸
術
が
あ
る
、
装
飾
は
必
要
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
、

一
日
の
仕
事
を
終
え
た
後
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
や
ト
リ
ス
タ
ン
を
観
賞
し
に
行
く
」
と
主
張
す
）
27
（

る
。
ロ
ー
ス
は
実
用
が
目
的
で
あ
る
日
用

品
か
ら
装
飾
を
剝
ぎ
取
る
こ
と
を
是
と
し
、
芸
術
を
日
用
品
の
領
域
か
ら
独
立
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
ロ
ー
ス
は
、
実
用
性
が
求

め
ら
れ
る
通
常
の
建
築
は
芸
術
と
は
関
係
が
な
い
と
述
べ
、
芸
術
と
し
て
の
建
築
が
成
り
立
つ
の
は
「
墓
碑
と
記
念
碑
」
の
み
だ
、
と
ま

で
主
張
し
て
い
）
28
（
る
。
こ
の
日
用
品
に
装
飾
を
刻
み
込
む
こ
と
（
極
端
な
例
で
は
身
体
の
装
飾
と
し
て
の
タ
ト
ゥ
ー
）
の
否
定
的
評
価
と
、
自
律

化
さ
れ
た
芸
術
の
肯
定
的
評
価
の
区
別
は
ど
こ
か
ら
生
じ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
こ
の
評
価
の
相
違
が
生
じ
る
理
由
を
理
解
す
る
に
は
、
ロ
ー
ス
が
装
飾
、
あ
る
い
は
芸
術
の
起
源
を
ど
こ
に
見
定
め
て
い
た
の
か
を
考

慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ロ
ー
ス
に
よ
る
と
、
そ
の
起
源
と
は
「
内
な
る
衝
動
」
で
あ
る
。
こ
の
衝
動
が
未
分
化
に
装
飾
の
形
で

露
出
す
る
の
が
低
次
の
文
化
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
が
抑
圧
、
昇
華
さ
れ
芸
術
作
品
と
し
て
形
象
化
さ
れ
る
の
が
高
次
の
文
化
で
あ
る
。

ロ
ー
ス
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

自
分
の
顔
を
飾
り
立
て
た
い
、
そ
し
て
自
分
の
身
の
回
り
の
も
の
全
て
に
装
飾
を
施
し
た
い
。
そ
う
し
た
衝
動
（D

rang

）
こ
そ
造
形
芸
術
の
起
源
で
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あ
る
。
そ
れ
は
美
術
の
稚
拙
な
表
現
だ
と
も
い
え
よ
う
。
ま
た
芸
術
は
全
て
エ
ロ
テ
ィ
ッ
ク
な
も
の
）
29
（
だ
。

ロ
ー
ス
が
建
築
物
、
日
用
品
へ
の
装
飾
や
タ
ト
ゥ
ー
を
非
難
す
る
の
は
、
こ
の
内
な
る
衝
動
が
日
常
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
局
面
に
垂
れ
流
さ

れ
る
「
慎
み
の
な
さ
」
に
向
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
）
30
（

た
。
こ
こ
ま
で
の
引
用
か
ら
も
読
み
取
れ
る
よ
う
に
、
ロ
ー
ス
は
現
代
と
い
う
時
代

の
偉
大
さ
、
そ
し
て
現
代
人
の
個
性
の
強
さ
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。
進
歩
し
た
高
次
の
文
化
段
階
に
住
む
現
代
人
は
も
は
や
装
飾
に

よ
っ
て
個
性
を
示
す
必
要
は
な
い
。
ロ
ー
ス
は
「
放
縦
な
衝
動
遊
戯
（
す
な
わ
ち
道
徳
的
自
己
喪
失
）
へ
の
没
入
」
よ
り
も
「
過
剰
装
飾
の

去
勢
（
す
な
わ
ち
エ
ロ
テ
ィ
ッ
ク
な
自
己
切
断
）」
を
よ
し
と
す
）
31
（

る
。
そ
れ
ゆ
え
現
代
に
お
い
て
も
な
お
装
飾
を
求
め
る
も
の
は
、
未
分
化
な

形
の
内
な
る
衝
動
を
垂
れ
流
す
、
そ
の
精
神
性
の
弱
さ
を
非
難
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
よ
う
に
文
化
の
起
源
に
「
衝
動
」
を
見
る
の
は
、「
欲
動
（Trieb

）
の
抑
え
込
み
」
こ
そ
文
化
の
起
）
32
（
源
と
す
る
同
時
代
の
ジ
ー
ク

ム
ン
ト
・
フ
ロ
イ
ト
の
議
論
と
並
行
す
る
も
の
と
い
え
）
33
（

る
。
例
え
ば
『
文
化
に
お
け
る
居
心
地
の
悪
さ
』
の
中
で
フ
ロ
イ
ト
は
次
の
よ
う

に
主
張
し
て
い
る
。

文
化
と
は
そ
も
そ
も
欲
動
断
念
（Triebverzicht

）
の
上
に
打
ち
立
て
ら
れ
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
の
強
力
な
欲
動
に
満
足
を
与
え
な
い
こ
と
（
抑
え
込

み
、
抑
圧
、
あ
る
い
は
ほ
か
に
も
何
か
あ
る
か
も
し
れ
な
い
）
こ
そ
が
文
化
の
前
提
で
あ
）
34
（
る
。

フ
ロ
イ
ト
は
こ
の
一
例
と
し
て
人
間
に
よ
る
火
の
獲
得
を
挙
げ
、
自
然
に
燃
え
て
い
る
火
を
排
尿
行
為
で
消
す
と
い
う
性
的
欲
求
を
断
念

し
、
火
を
持
ち
帰
る
こ
と
で
、「
火
の
馴
致
」
と
い
う
「
文
化
的
偉
業
」
が
成
し
遂
げ
ら
れ
た
と
主
張
す
）
35
（
る
。
フ
ロ
イ
ト
は
芸
術
に
限
定

す
る
こ
と
な
く
、
人
間
の
文
化
的
行
為
一
般
（
フ
ロ
イ
ト
は
「
文
化
」
を
「
人
間
に
役
立
つ
活
動
や
価
値
の
す
べ
て
」
と
定
義
し
て
い
）
36
（

る
）
が
、
欲

動
の
断
念
に
基
づ
く
と
い
う
こ
と
を
精
神
分
析
学
と
い
う
形
で
ロ
ー
ス
と
同
時
代
に
提
示
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
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ま
た
ロ
ー
ス
に
よ
る
「
衝
動
露
出
＝
装
飾
」
批
判
は
建
築
物
の
壁
面
だ
け
で
は
な
く
、
人
々
の
服
装
の
「
モ
ー
ド
」
に
も
向
け
ら
れ
た
。

ロ
ー
ス
は
「
女
性
の
モ
ー
）
37
（

ド
」
と
い
う
文
章
に
お
い
て
、
従
来
女
性
の
モ
ー
ド

―
服
装
と
い
う
装
飾

―
は
男
の
欲
情
を
基
準
に
展
開

し
て
き
た
と
論
じ
る
。
つ
ま
り
古
い
男
性
優
位
社
会
の
中
で
は
女
性
の
地
位
が
ど
の
よ
う
な
男
と
一
緒
に
い
る
か
と
い
う
こ
と
で
決
ま
る

以
上
、
そ
う
し
た
男
の
愛
を
獲
得
す
る
た
め
に
女
性
は
モ
ー
ド

―
そ
れ
を
作
り
出
す
の
は
男
の
欲
情
を
か
き
た
て
る
プ
ロ
た
る
「
高
級

娼
婦
」
で
あ
る

―
に
従
っ
た
服
装
を
し
て
こ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
よ
り
有
利
な
結
婚
の
た
め
に
女
性
た
ち
は
男
の
性
衝
動
に

（
ロ
ー
ス
は
「
病
ん
だ
性
衝
動
（krankhafte sinnlichkeit

）」
と
呼
）
38
（
ぶ
）
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
て
き
た
。
そ
し
て
ロ
ー
ス
は
こ
の

議
論
に
お
い
て
も
、
文
化
の
レ
ベ
ル
は
装
飾
の
有
無
に
よ
っ
て
計
ら
れ
る
こ
と
を
繰
り
返
し
た
上
で
、
も
は
や
女
性
が
衝
動
＝
装
飾
に
左

右
さ
れ
る
時
代
は
去
り
つ
つ
あ
る
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
主
張
す
る
。

し
か
し
わ
れ
わ
れ
は
今
、
新
し
い
偉
大
な
時
代
を
迎
え
て
い
る
の
だ
。
も
は
や
男
の
性
衝
動
へ
の
ア
ピ
ー
ル
で
は
な
く
、
労
働
に
よ
っ
て
獲
得
し
た
経

済
的
独
立
に
よ
っ
て
、
女
性
は
男
性
と
対
等
に
な
る
の
だ
。
女
性
の
価
値
が
、
時
代
に
よ
っ
て
変
化
し
て
い
く
エ
ロ
ス
の
あ
り
よ
う
に
左
右
さ
れ
る
こ

と
は
な
く
な
）
39
（
る
。

こ
の
よ
う
に
、
ロ
ー
ス
は
女
性
の
解
放
も
「
装
飾
」
か
ら
の
解
放
と
し
て
捉
え
て
い
た
。
第
三
章
で
ク
ラ
ウ
ス
思
想
と
の
相
違
点
と
し
て

詳
し
く
論
じ
る
こ
と
に
な
る
が
、
ロ
ー
ス
の
議
論
に
お
い
て
女
性
の
解
放
と
は
、
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
的
な
解
放
、
女
性
の
社
会
的
・
経
済
的

解
放
を
意
味
し
、
男
性
と
同
じ
地
位
を
女
性
が
獲
得
す
る
こ
と
を
含
意
し
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
）
40
（

る
。

　
さ
て
、
こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
ロ
ー
ス
の
議
論
は
極
め
て
禁
欲
的
な
色
彩
を
帯
び
て
い
る
。
ロ
ー
ス
の
議
論
、
彼
の
デ
ザ
イ
ン

し
た
ロ
ー
ス
・
ハ
ウ
ス
は
、
そ
れ
を
読
み
、
見
る
人
々
に
あ
る
種
の
精
神
的
な
緊
張
感
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
テ
オ
ド
ー

ル
・
Ｗ
・
ア
ド
ル
ノ
も
ロ
ー
ス
の
論
調
に
あ
る
「
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
的
傾
向
」、
あ
る
種
の
「
強
迫
観
念
」
を
指
摘
す
）
41
（
る
。「
泣
く
な
、
見
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よ
」
と
い
う
彼
の
命
令
形
の
文
章
か
ら
も
読
み
取
れ
る
よ
う
に
、
預
言
者
ロ
ー
ス
は
ウ
ィ
ー
ン
の
人
々
に
「
黄
金
の
子
牛
」
た
る
装
飾
と

の
決
別
を
迫
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
ウ
ィ
ー
ン
市
民
は
、
ロ
ー
ス
・
ハ
ウ
ス
を
め
ぐ
る
論
争
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
拒
絶
反
応
を
示
し
た
の

で
あ
る
。

　
こ
の
点
に
つ
い
て
、
例
え
ば
田
中
純
は
ウ
ィ
ー
ン
市
民
の
ロ
ー
ス
・
ハ
ウ
ス
へ
の
パ
ニ
ッ
ク
的
な
反
応
を
「
自
分
自
身
の
克
服
さ
れ
な

い
欲
望
と
よ
り
直
接
的
に
向
か
い
合
う
こ
と
」
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
説
明
す
）
42
（

る
。
装
飾
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
衝
動

が
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
せ
ず
、
そ
れ
が
抑
圧
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
ロ
ー
ス
・
ハ
ウ
ス
の

無
装
飾
の
壁
の
表
面
に
は
「
欲
望
の
去
勢
の
刻
印
」
が
あ
る
と
田
中
は
主
張
す
る
。
ウ
ィ
ー
ン
市
民
は
ロ
ー
ス
・
ハ
ウ
ス
壁
面
の
装
飾
の

「
欠
如
」
を
見
せ
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
逆
に
自
己
の
欲
望
、
衝
動
を
過
度
に
意
識
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
、
と
い
う
わ
け
だ
。

　
同
じ
よ
う
に
心
理
学
的
観
点
か
ら
ロ
ー
ス
批
判
を
展
開
し
て
い
る
の
が
、
ロ
ー
ス
よ
り
も
数
世
代
後
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
芸
術
家
フ

リ
ー
デ
ン
ス
ラ
イ
ヒ
・
フ
ン
デ
ル
ト
ヴ
ァ
ッ
サ
ー
で
あ
る
。
彼
は
現
代
建
築
に
特
徴
的
な
直
線
や
平
面
に
象
徴
さ
れ
る
、
過
剰
な
装
飾

（
＝
欲
動
）
の
抑
圧
を
、
む
し
ろ
現
代
人
の
精
神
病
理
の
原
因
と
し
て
批
判
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
代
表
的
人
物
と
し
て
ロ
ー
ス
を
批

判
し
、
一
九
六
八
年
に
発
表
し
た
自
ら
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
タ
イ
ト
ル
を
「
ロ
ー
ス
か
ら
の
解
放
（Los von Loos

）」
と
名
づ
け
て
い
る
。

そ
し
て
ロ
ー
ス
の
思
想
を
換
骨
奪
胎
し
て
合
理
主
義
的
建
築
こ
そ
が
「
犯
罪
的
」
で
あ
る
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
少
々
長
い
引
用
で
あ

る
が
、
フ
ン
デ
ル
ト
ヴ
ァ
ッ
サ
ー
は
次
の
よ
う
に
主
張
し
て
い
る
。

皆
さ
ん
！

　
オ
ー
ス
ト
リ
ア
か
ら
こ
の
建
築
＝
犯
罪
が
世
界
へ
と
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
で
す
か
ら
こ
の
地
か
ら
償
い
が
な
さ
れ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
ア
ド
ル
フ
・
ロ
ー
ス
は
、
こ
の
被
害
を
一
九
〇
八
年
以
来
、
気
の
き
い
た
彼
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
「
装
飾
と
犯
罪
」
に
よ
っ
て
世
界

に
広
め
た
の
で
す
。
確
か
に
意
図
は
良
い
も
の
で
し
た
。
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ま
た
ア
ド
ル
フ
・
ヒ
ト
ラ
ー
も
良
い
意
図
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
ア
ド
ル
フ
・
ロ
ー
ス
は
五
〇
年
を
予
見
す
る
能
力
が
な
か
っ
た
の
で
す
。

彼
が
呼
び
寄
せ
た
悪
魔
は
も
は
や
世
界
を
去
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　
六
〇
年
前
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
か
ら
始
ま
っ
た
不
運
を
こ
こ
で
、
ま
さ
に
こ
こ
で
初
め
て
認
識
し
、
戦
う
こ
と
が
、
私
の
、
わ
れ
わ
れ
の
義
務
な
の
で

す
。

　（
中
略
）

　
直
線
は
真
の
悪
魔
の
道
具
で
す
。
そ
れ
を
用
い
る
も
の
は
人
類
の
没
落
に
手
を
貸
し
て
い
る
の
で
す
。
没
落
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
？

　
そ
の
先
触
れ
を
わ
れ
わ
れ
は
す
で
に
得
て
い
ま
す
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
あ
ら
ゆ
る
街
区
に
は
一
〇
か
ら
一
二
の
精
神
科
医
が
い
ま
す
。
病
院
は
満
員

で
す
が
、
心
病
ん
だ
人
が
癒
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
そ
の
病
院
も
ロ
ー
ス
に
従
っ
て
建
設
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
）
43
（

す
。

フ
ロ
イ
ト
が
欲
動
の
誤
っ
た
抑
圧
、
支
配
的
な
文
化
的
性
道
徳
に
よ
る
性
生
活
の
抑
圧
を
神
経
質
症
の
原
因
と
捉
え
た
よ
う
）
44
（

に
、
フ
ン
デ

ル
ト
ヴ
ァ
ッ
サ
ー
は
ロ
ー
ス
・
ハ
ウ
ス
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
無
装
飾
建
築
（
装
飾
＝
欲
動
の
抑
圧
）
を
現
代
人
の
心
の
病
の
源
と
考
え
た

の
で
あ
る
。

　
本
章
の
議
論
を
ま
と
め
る
と
、
ロ
ー
ス
の
「
装
飾
」
批
判
と
は
、
そ
の
政
治
・
社
会
学
的
な
含
意
と
し
て
、
よ
り
「
現
代
的
」
な
ア
メ

リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
を
基
準
と
し
た
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
後
進
性
」
へ
の
批
判
を
、
そ
し
て
そ
の
心
理
学
的
な
含
意
と
し
て
は
、「
衝
動
の

露
出
」
と
し
て
の
「
装
飾
」
へ
の
批
判
、
そ
し
て
「
衝
動
の
昇
華
」
と
し
て
の
「
芸
術
」
の
評
価
を
意
味
し
て
い
た
。
日
用
品
や
身
体
に

装
飾
を
施
す
こ
と
は
「
パ
プ
ワ
人
」
や
「
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
」、
西
洋
人
の
子
ど
も
に
は
ふ
さ
わ
し
く
と
も
、
西
洋
人
の
大
人
に
は
ふ
さ
わ

し
い
こ
と
と
は
い
え
な
い
。
装
飾
を
施
し
、
衝
動
を
露
出
さ
せ
る
者
は
、
ロ
ー
ス
に
よ
っ
て
犯
罪
者
か
変
質
者
と
断
罪
さ
れ
る
。
こ
う
し

た
意
味
で
ロ
ー
ス
の
議
論
は
、
理
念
型
化
さ
れ
た
意
味
で
の
「
白
人
＝
男
性
＝
市
民
社
会
」
を
中
心
と
す
る
ロ
ジ
ッ
ク
で
展
開
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
が
い
え
る
の
で
あ
る
。
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そ
れ
で
は
果
た
し
て
カ
ー
ル
・
ク
ラ
ウ
ス
は
こ
う
し
た
ロ
ー
ス
の
議
論
を
ど
の
よ
う
に
読
み
、
自
ら
の
議
論
に
取
り
入
れ
て
い
っ
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
次
章
で
は
ク
ラ
ウ
ス
の
ロ
ー
ス
論
を
検
討
し
た
上
で
、
ク
ラ
ウ
ス
の
議
論
が
持
つ
政
治
・
社
会
学
的
な
含
意
と
心
理
学
的

な
含
意
を
検
討
し
、
そ
れ
が
ロ
ー
ス
思
想
と
は
異
質
な
点
を
内
包
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
い
と
思
う
。

三
　
カ
ー
ル
・
ク
ラ
ウ
ス
の
「
装
飾
」
批
判

　
そ
れ
で
は
ま
ず
『
フ
ァ
ッ
ケ
ル
』
誌
上
に
お
け
る
ロ
ー
ス
論
を
見
て
い
こ
う
。『
フ
ァ
ッ
ケ
ル
』
で
は
、
特
に
一
九
一
〇
年
前
後
か
ら

一
次
大
戦
前
に
か
け
て
、
ロ
ー
ス
の
装
飾
批
判
、
そ
れ
を
具
現
す
る
も
の
と
し
て
の
ロ
ー
ス
・
ハ
ウ
ス
に
対
す
る
熱
心
な
擁
護
論
が
展
開

さ
れ
た
。
ロ
ー
ス
・
ハ
ウ
ス
の
擁
護
の
た
め
に
、
ク
ラ
ウ
ス
は
論
争
の
最
中
で
あ
る
一
九
一
〇
年
一
二
月
に
自
ら
「
ミ
ヒ
ャ
エ
ラ
ー
・
プ

ラ
ッ
ツ
の
建
築
物
」（F313 -314: 4 -6, 1910
）
を
、
翌
年
二
月
に
は
オ
ッ
ト
ー
・
シ
ュ
テ
ッ
セ
ル
（
ロ
ー
ス
は
彼
の
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
・
ハ
ウ

ス
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
）
45
（

る
）
に
よ
る
同
じ
タ
イ
ト
ル
の
論
説
（F317 -318: 13 -17, 1911

）
を
『
フ
ァ
ッ
ケ
ル
』
に
掲
載
し
た
。

　
そ
の
中
で
ク
ラ
ウ
ス
は
、
ロ
ー
ス
が
ミ
ヒ
ャ
エ
ラ
ー
・
プ
ラ
ッ
ツ
に
建
て
よ
う
と
し
た
も
の
は
一
つ
の
「
思
想
」
で
あ
っ
た
と
ロ
ー
ス

を
評
価
し
、
彼
の
「
合
目
的
性
（Zw

eckm
ässigkeit

）」
と
い
う
思
想
に
対
し
て
ウ
ィ
ー
ン
市
民
の
「
凡
庸
さ
（M

ittelm
ässigkeit

）」
が
反

抗
を
行
っ
て
い
る
と
強
く
反
論
し
て
い
る
（F313 -314: 5, 1910
）。
ま
た
シ
ュ
テ
ッ
セ
ル
も
ロ
ー
ス
・
ハ
ウ
ス
の
「
単
純
性
と
自
明
性

（Einfachheit und Selbstverständlichkeit

）」
を
評
価
し
（F317 -318: 13, 1911

）、「
商
家
や
住
居
は
、
そ
の
実
用
的
な
目
的
を
最
も
単
純

な
方
法
で
満
た
す
と
い
う
以
上
の
い
か
な
る
義
務
も
持
た
な
い
、
と
い
っ
て
も
よ
か
ろ
う
」
と
主
張
す
る
（Ibid.:  15

）。
さ
ら
に
シ
ュ

テ
ッ
セ
ル
は
ロ
ー
ス
に
つ
い
て
、「
装
飾
に
対
す
る
闘
い
を
、
自
身
の
真
の
人
生
の
課
題
、
仕
事
」
と
み
な
し
て
い
る
人
物
だ
と
評
価
し
、

ロ
ー
ス
・
ハ
ウ
ス
と
は
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
す
で
に
い
た
る
と
こ
ろ
に
何
の
異
議
も
な
く
建
て
ら
れ
、
そ
の
単
純
さ
ゆ
え
に
歓
迎
さ
れ
て

い
る
大
都
市
の
商
家
」
で
あ
る
と
擁
護
す
る
（Ibid.:  16

）。
そ
し
て
ロ
ー
ス
・
ハ
ウ
ス
を
批
判
す
る
市
当
局
に
対
し
て
は
「
ウ
ィ
ー
ン
は
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一
〇
年
ご
と
に
一
歩
ず
つ
、
西
洋
へ
と
前
進
す
る
代
わ
り
に
、
東
洋
へ
と
後
退
し
て
い
る
」
と
批
判
を
加
え
る
（Ibid.:  16

）。
両
者
と
も

に
ロ
ー
ス
思
想
と
そ
れ
を
体
現
す
る
ロ
ー
ス
・
ハ
ウ
ス
を
合
目
的
性
や
実
用
性
と
い
っ
た
言
葉
で
擁
護
し
、
シ
ュ
テ
ッ
セ
ル
は
そ
れ
を
前

章
で
強
調
し
た
ロ
ー
ス
の
西
洋
志
向
、
進
歩
主
義
を
交
え
な
が
ら
論
じ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
こ
の
ロ
ー
ス
の
進
歩
主
義
的
な
側
面
を
、
ク
ラ
ウ
ス
は
「
ラ
イ
オ
ン
の
頭
、
あ
る
い
は
技
術
の
危
険
」（F384 -385: 1 -7, 1

）
46
（

913

）
と
い

う
『
フ
ァ
ッ
ケ
ル
』
の
別
の
論
説
で
称
賛
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、「
街
路
を
走
る
バ
ス
の
振
動
の
せ
い
で
建
物
の
装
飾
が
緩
み
落
下
す
る

危
険
性
が
あ
る
か
ら
、（
装
飾
を
守
る
た
め
に
）
バ
ス
の
運
行
に
規
制
を
か
け
た
ほ
う
が
い
い
の
で
は
な
い
か
」、
と
い
う
内
容
の
当
時
の

新
聞
記
事
を
も
と
に
書
か
れ
た
ク
ラ
ウ
ス
の
諷
刺
的
な
エ
ッ
セ
イ
で
あ
る
。
表
題
に
あ
る
「
ラ
イ
オ
ン
の
頭
」
と
は
装
飾
の
こ
と
で
あ
り
、

「
技
術
」
と
は
バ
ス
を
意
味
す
る
。
こ
の
「
技
術
と
唯
美
的
な
も
の
の
抗
争
」
に
関
し
、
ク
ラ
ウ
ス
は
読
者
に
ロ
ー
ス
を
想
起
さ
せ
る
こ

と
で
、
技
術
に
よ
る
装
飾
の
克
服
の
必
要
を
説
く
の
で
あ
る
。
ク
ラ
ウ
ス
は
ロ
ー
ス
の
名
こ
そ
挙
げ
な
い
も
の
の
、「
美
を
タ
ブ
ラ
・
ラ

サ
に
戻
す
ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・
ハ
ウ
ス
の
建
築
者
に
し
て
、
人
間
の
形
を
し
た
バ
ス
」
を
「
行
政
当
局
」
と
対
比
的
に
論
じ
、「
人
間
の
形
を

し
た
バ
ス
」
に
軍
配
を
上
げ
る
。
技
術
＝
バ
ス
＝
ロ
ー
ス
が
装
飾
＝
市
当
局
に
打
ち
勝
つ
こ
と
を
ク
ラ
ウ
ス
は
支
持
す
る
わ
け
だ
。
そ
し

て
エ
ッ
セ
イ
の
末
尾
を
「
私
は
タ
ブ
ラ
・
ラ
サ
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
る
。
私
は
街
路
を
掃
き
、
）
47
（
髭
を
は
ず
し
、
装
飾
を
剃
る
」
と
結

ぶ
の
で
あ
る
（Ibid.:  7

）。
ロ
ー
ス
を
「
タ
ブ
ラ
・
ラ
サ
の
建
築
家
」（F300: 24, 1910

）
と
呼
ぶ
ク
ラ
ウ
ス
は
、
こ
こ
で
自
身
と
ロ
ー
ス

と
を
同
一
視
し
て
い
る
と
い
え
る
。
ま
た
二
人
の
共
闘
関
係
を
示
す
も
の
と
し
て
は
、
次
の
ク
ラ
ウ
ス
の
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
が
よ
く
引
き
合

い
に
出
さ
れ
る
。

ア
ド
ル
フ
・
ロ
ー
ス
と
私
は
、
彼
は
文
字
通
り
に
、
私
は
言
葉
に
お
い
て
、
壷
と
便
器
の
間
に
区
別
が
あ
る
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
こ
の
区
別
の
中
に

初
め
て
文
化
の
た
め
の
空
間
が
で
き
る
の
だ
と
い
う
こ
と
以
上
の
こ
と
は
何
も
示
し
て
い
な
い
。
他
の
人
、
実
際
主
義
者
は
し
か
し
、
壷
を
便
器
と
し

て
使
う
も
の
と
、
便
器
を
壷
と
し
て
使
う
も
の
に
分
か
れ
る
（F389 -390: 37, 1913

）。
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ク
ラ
ウ
ス
は
こ
の
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
に
お
い
て
、
芸
術
品
の
日
用
品
化
、
あ
る
い
は
日
用
品
の
芸
術
品
化
を
批
判
し
、
建
築
と
い
う
現
場
で

文
字
通
り
に
実
用
的
な
建
築
物
か
ら
装
飾
を
剝
ぎ
取
る
ロ
ー
ス
の
営
み
と
、
言
葉
に
お
い
て
事
実
か
ら
そ
れ
を
歪
め
る
常
套
句
（
言
葉
に

お
け
る
装
飾
）
を
剝
ぎ
取
ろ
う
と
す
る
自
ら
の
営
み
の
共
通
性
を
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
両
者
の
目
的
は
実
用
的
な
日
用
品
あ
る
い
は

事
実
を
伝
え
る
報
道
と
芸
術
の
領
域
を
峻
厳
と
区
別
し
、
後
者
の
領
域
の
自
律
性
を
守
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

　
ロ
ー
ス
の
議
論
が
、
単
に
進
歩
主
義
の
礼
賛
、
実
用
性
の
称
揚
、
装
飾
の
否
定
と
し
て
読
ま
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
中
で
、
こ
の
ク
ラ

ウ
ス
の
ロ
ー
ス
擁
護
論
か
ら
は
、
ク
ラ
ウ
ス
が
ロ
ー
ス
の
真
の
意
図
を
よ
り
深
く
読
み
込
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ク
ラ
ウ
ス
に
よ
れ

ば
、
ロ
ー
ス
は
「
パ
ル
ジ
フ
ァ
ル
の
モ
テ
ィ
ー
フ
」
と
「
自
動
車
の
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
」
を
区
別
し
よ
う
と
し
た
が
、
そ
れ
は
パ
ル
ジ
フ
ァ

ル
の
モ
テ
ィ
ー
フ
（
芸
術
）
を
解
放
す
る
た
め
で
あ
っ
た
の
に
、「
愚
か
な
思
考
」
は
そ
れ
を
自
動
車
の
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
（
技
術
）
を
解

放
す
る
た
め
と
誤
解
し
た
（F363 -365: 4, 1

）
48
（

912

）。
つ
ま
り
ク
ラ
ウ
ス
は
ロ
ー
ス
の
装
飾
批
判
を
、
あ
く
ま
で
実
用
品
に
付
加
さ
れ
た

「
偽
の
装
飾
」
の
批
判
と
し
て
読
み
取
り
、
そ
の
意
図
は
技
術
礼
賛
で
は
な
く
、
芸
術
作
品
の
「
純
粋
性
」
を
守
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ

た
と
解
釈
し
て
い
る
の
で
あ
）
49
（

る
。
そ
れ
ゆ
え
ク
ラ
ウ
ス
か
ら
す
れ
ば
、
ロ
ー
ス
の
進
歩
主
義
と
は
ウ
ィ
ー
ン
に
お
け
る
偽
の
装
飾
を
批
判

す
る
と
い
う
文
脈
で
の
み
許
容
さ
れ
る
議
論
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
同
じ
「
装
飾
」
批
判
を
行
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
ロ
ー
ス
の
い
う
装
飾
と
ク
ラ
ウ
ス
の
い
う
装
飾
に
違
い
が
見
ら
れ
る
こ
と
も

指
摘
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
先
に
見
た
よ
う
に
ロ
ー
ス
に
と
っ
て
の
「
装
飾
」
と
は
建
築
物
や
服
装
、
人
間
の
皮
膚
に
施
さ

れ
る
「
文
字
通
り
」
の
装
飾
で
あ
っ
て
、
そ
の
否
定
こ
そ
が
文
化
の
進
歩
を
意
味
し
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
ク
ラ
ウ
ス
が
問
題
に
し
た
の

は
「
言
葉
」
に
お
け
る
「
装
飾
」
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
ク
ラ
ウ
ス
の
批
判
対
象
で
あ
る
プ
レ
ス
の
常
套
句
（Phrase

）
を
意
味
し
て
い
た
。

ク
ラ
ウ
ス
は
「
常
套
句
は
精
神
の
装
飾
で
あ
る
」（F279 -280: 8, 1909

）
と
述
べ
る
。

　
ク
ラ
ウ
ス
の
常
套
句
批
判
の
意
味
と
は
、
伝
え
ら
れ
る
べ
き
事
実
が
プ
レ
ス
の
常
套
句
に
よ
っ
て
歪
め
ら
れ
て
伝
え
ら
れ
、
そ
の
歪
ん

だ
現
実
が
「
現
実
」
と
し
て
定
着
す
る
と
い
う
、
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
作
用
を
問
題
と
す
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る
も
の
で
あ
っ
た
。
大
規
模
な
マ
ス
コ
ミ
が
登
場
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
装
飾
さ
れ
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
言
語
が
拡
散
さ
れ
、
装
飾
さ
れ

た
事
実
が
事
実
と
し
て
定
着
し
て
し
ま
う
こ
と
を
ク
ラ
ウ
ス
は
時
代
の
最
大
の
問
題
と
考
え
て
い
た
。
ロ
ー
ス
に
と
っ
て
の
装
飾
批
判
が

建
築
物
か
ら
装
飾
を
取
り
外
す
こ
と
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
ク
ラ
ウ
ス
に
と
っ
て
の
装
飾
批
判
と
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
言
語
か
ら
そ
の
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
を
取
り
外
す
と
い
う
営
み
で
あ
っ
た
（
こ
の
装
飾
＝
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
言
語
批
判
は
、
恣
意
的
な
報
道
や
ロ
マ
ン
化
さ
れ
た
戦
争
賛
美
を

鋭
く
批
判
し
た
ク
ラ
ウ
ス
の
一
次
大
戦
論
に
お
い
て
大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
）
50
（

る
）。
こ
こ
か
ら
ク
ラ
ウ
ス
の
装
飾
批
判
は
、
ロ
ー
ス
の
よ

う
な
進
歩
主
義
的
方
向
で
は
な
く
、
む
し
ろ
プ
レ
ス
、
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
生
み
出
し
た
西
洋
近
代
、
進

歩
そ
の
も
の
の
批
判
へ
と
向
か
う
の
で
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
は
当
時
の
ク
ラ
ウ
ス
の
議
論
の
政
治
・
社
会
（
学
）
的
な
含
意
を
見
る
と
よ
り
明
ら
か
と
な
る
。
ク
ラ
ウ
ス
は
一
九
一
〇
年

前
後
に
進
歩
に
関
す
る
自
身
の
見
解
を
様
々
な
場
面
で
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
例
え
ば
文
字
通
り
「
進
歩
」（F275 -276: 33 -40, 1

）
51
（

909

）

と
題
さ
れ
た
エ
ッ
セ
イ
で
は
、
ク
ラ
ウ
ス
は
進
歩
を
「
変
転
す
る
装
飾
（W

andelsdeko

）
52
（

ration

）」
と
定
義
す
る
。
す
な
わ
ち
彼
は
、
進
歩

と
い
っ
て
も
実
は
装
飾
が
変
わ
っ
て
い
る
だ
け
で
、
新
し
い
も
の
な
ど
何
も
生
じ
て
お
ら
ず
、
前
に
進
ん
で
な
ど
い
な
い
と
い
う
こ
と
を

こ
の
言
葉
で
表
現
し
た
の
で
あ
る
。
同
論
の
中
で
ク
ラ
ウ
ス
は
、「
進
歩
は
電
話
を
生
み
出
し
は
し
た
が
人
間
の
会
話
の
質
を
変
え
る
こ

と
は
な
か
っ
た
」
と
も
述
べ
て
い
る
。
ま
た
ア
メ
リ
カ
人
探
検
家
ピ
ア
リ
ー
に
よ
る
北
極
点
到
達
に
触
発
さ
れ
書
か
れ
た
論
説
「
北
極
の

発
見
」（F287: 1 -14, 1909

）
に
お
い
て
ク
ラ
ウ
ス
は
、「
進
歩
は
人
皮
か
ら
財
布
を
作
り
出
し
た
」
と
、
ま
る
で
三
〇
数
年
後
を
予
見
さ

せ
る
か
の
よ
う
な
警
句
を
吐
い
て
い
る
。
す
で
に
先
行
研
究
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
時
期
の
ク
ラ
ウ
ス
に
は
楽
観
的
進
歩

主
義
と
は
正
反
対
の
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
懐
疑
主
義
や
文
化
的
ペ
シ
ミ
ズ
ム
の
徴
候
が
色
濃
く
見
ら
れ
）
53
（

る
。
ロ
ー
ス
に
と
っ
て
装
飾
の
否
定

が
、
後
進
性
か
ら
の
脱
却
と
し
て
の
進
歩
を
意
味
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
ク
ラ
ウ
ス
に
と
っ
て
は
「
装
飾
」
こ
そ
が
悪
し
き
進
歩
の
メ
ル

ク
マ
ー
ル
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
）
54
（

る
。
装
飾
の
否
定
は
む
し
ろ
近
代
批
判
の
ベ
ク
ト
ル
を
向
い
て
い
た
。

　
で
は
ク
ラ
ウ
ス
は
こ
の
装
飾

―
中
で
も
ク
ラ
ウ
ス
に
お
い
て
は
言
葉
の
装
飾
た
る
常
套
句
が
最
大
の
問
題
で
あ
る
わ
け
だ
が

―
を
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生
み
出
す
進
歩
へ
の
対
抗
軸
と
し
て
、
何
を
自
ら
の
理
念
と
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ク
ラ
ウ
ス
は
上
述
の
「
北
極
の
発
見
」
の
中
で
、

進
歩
と
は
「
モ
ラ
ル
と
機
械
」
を
発
明
す
る
も
の
で
あ
り
、
人
間
か
ら
「
自
然
（N

atur

）」
を
奪
う
も
の
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る

（F287: 11, 1909

）。
人
は
進
歩
に
よ
っ
て
「
エ
レ
メ
ン
タ
ル
な
諸
力
」
を
「
理
性
の
王
国
」
に
変
え
よ
う
と
す
る
。
し
か
し
北
極
の
発
見

に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
進
歩
の
自
然
に
対
す
る
勝
利
と
は
無
益
な
「
ピ
ュ
ロ
ス
の
勝
利
（Pyrrhussieg

）」
に
過
ぎ
な
い
。
勝
利
を
誇
る
人

間
に
対
し
、
自
然
は
地
震
や
台
風
で
応
え
る
し
、
人
間
が
征
服
し
た
と
思
い
込
ん
で
い
る
自
然
の
底
に
は
「
火
山
」
が
控
え
て
い
る
の
だ
、

と
ク
ラ
ウ
ス
は
警
告
す
る
。
す
な
わ
ち
ク
ラ
ウ
ス
に
と
っ
て
進
歩
へ
の
対
抗
概
念
の
一
つ
は
「
自
然
」
だ
っ
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
そ

し
て
ク
ラ
ウ
ス
に
と
っ
て
の
自
然
と
は
、
単
な
る
人
間
の
外
界
を
意
味
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
人
間
の
内
な
る
自
然
、
す
な
わ
ち
セ
ク

シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
問
題
（
先
ほ
ど
の
ロ
ー
ス
＝
フ
ロ
イ
ト
の
議
論
か
ら
す
れ
ば
、
衝
動
、
欲
動
の
問
題
）
を
意
味
し
て
い
）
55
（
た
。
こ
こ
か
ら
ク
ラ
ウ

ス
の
議
論
の
心
理
学
的
な
含
意
が
重
要
と
な
っ
て
く
る
。

　『
フ
ァ
ッ
ケ
ル
』
創
刊
初
期
の
ク
ラ
ウ
ス
が
ま
ず
時
代
批
判
と
し
て
取
り
組
ん
だ
の
は
、
一
九
〇
二
年
の
論
文
「
道
徳
と
犯
罪
」

（F115: 1 -24, 1902

）
に
よ
っ
て
口
火
を
切
ら
れ
、
一
九
〇
八
年
に
同
名
の
著
）
56
（

書
に
も
ま
と
め
ら
れ
た
、
同
時
代
の
ウ
ィ
ー
ン
に
お
け
る

「
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
」
と
道
徳
裁
判
を
め
ぐ
る
問
題
で
あ
っ
た
。
同
著
に
お
い
て
扱
わ
れ
て
い
る
の
は
、
夫
の
家
庭
内
暴
力
に
耐
え
切

れ
ず
不
貞
を
働
い
た
女
性
の
裁
判
（F115: 1 -24, 1902
）、
そ
の
男
性
遍
歴
が
田
舎
町
で
噂
と
な
っ
た
結
果
夫
が
自
殺
し
重
婚
容
疑
で
拘

禁
さ
れ
た
女
性
の
裁
判
（F165: 2 -12, 1904; F168: 1 -20, 1904
）、
少
年
に
性
教
育
を
施
し
た
廉
で
逮
捕
さ
れ
た
大
学
教
授
の
裁
判

（F187: 1 -28, 1905

）
な
ど
、
当
時
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
広
く
行
わ
れ
て
い
た
道
徳
裁
判
で
あ
り
、
さ
ら
に
夫
を
捨
て
愛
人
の
騎
兵
中
尉
の

も
と
へ
走
っ
た
が
ゆ
え
に
精
神
病
を
宣
告
さ
れ
監
禁
さ
れ
た
ベ
ル
ギ
ー
皇
女
ル
イ
ー
ゼ
・
フ
ォ
ン
・
コ
ー
ブ
ル
ク
の
事
件
（F166: 1 -21, 

1904

）
な
ど
、
当
時
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
起
こ
っ
た
様
々
な
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
と
権
力
を
め
ぐ
る
問
題
で
あ
る
。

　
こ
の
議
論
の
中
で
ク
ラ
ウ
ス
が
批
判
を
加
え
る
の
は
、
女
性
の
み
に
処
女
性
や
貞
淑
と
い
っ
た
性
道
徳
を
押
し
付
け
、
同
時
に
自
ら
は

売
春
婦
を
必
要
と
し
な
が
ら
社
会
道
徳
と
し
て
そ
れ
を
非
難
す
る
男
性
的
＝
家
父
長
的
な
市
民
社
会
の
二
重
道
徳
で
あ
り
、
こ
の
二
重
道
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徳
に
よ
っ
て
人
々
を
裁
く
道
徳
裁
判
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
裁
判
を
通
じ
性
生
活
と
い
う
私
的
領
域
を
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
に
報
道
す
る
プ

レ
ス
で
あ
る
。
ク
ラ
ウ
ス
が
進
歩
の
発
明
品
と
し
て
「
モ
ラ
ル
」
を
批
判
す
る
理
由
は
、
そ
う
し
た
モ
ラ
ル
が
人
間
の
自
然
を
歪
め
て
い

る
と
考
え
て
い
た
か
ら
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
批
判
は
「
女
だ
け
を
道
徳
法
で
裁
く
道
徳
裁
判
官
」
へ
と
向
け
ら
れ
、「
道
徳
と
い
う

法
益
は
幻
影
で
あ
り
、〈
道
徳
〉
と
刑
事
裁
判
は
何
も
関
係
の
な
い
」
こ
と
が
主
張
さ
れ
る
（F115: 7, 1

）
57
（

902

）。
不
道
徳
で
あ
る
こ
と
は

犯
罪
で
は
な
い
。
女
性
の
性
的
自
由
や
中
絶
、
さ
ら
に
男
性
も
含
め
た
同
性
愛
が
道
徳
＝
法
に
よ
っ
て
厳
し
く
制
限
さ
れ
て
い
た
時
代
に
、

ク
ラ
ウ
ス
は
そ
の
道
徳
＝
法
を
厳
し
く
批
判
し
た
。
他
人
の
私
的
領
域
を
暴
き
だ
し
道
徳
的
非
難
を
加
え
る
道
徳
裁
判
を
、
ク
ラ
ウ
ス
は

中
世
の
魔
女
裁
判
を
思
わ
せ
る
も
の
と
批
判
し
て
い
る
が
、
こ
の
時
代
錯
誤
が
プ
レ
ス
と
い
う
近
代
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
力
を
借
り
て
被
告

人
た
る
女
性
を
よ
り
苦
し
め
て
い
る
こ
と
も
ク
ラ
ウ
ス
は
問
題
視
し
て
い
る
。「
魔
女
裁
判
の
技
術
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
い
う
黒
い
術

（Schw
arzkunst

）
の
発
明
に
よ
り
前
代
未
聞
の
改
良
を
遂
げ
た
」（F168: 2, 1

）
58
（

904

）。
人
間
の
自
然
を
抑
圧
し
よ
う
と
す
る
市
民
社
会
的

モ
ラ
ル
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
産
物
た
る
プ
レ
ス
の
共
存
へ
の
批
判
、
す
な
わ
ち
進
歩
の
発
明
た
る
「
モ
ラ
ル
と
機
械
」
へ
の
批
判
が
、
議

論
の
軸
を
な
し
て
い
る
の
だ
。

　
当
時
こ
う
し
た
ク
ラ
ウ
ス
の
議
論
を
、
賛
辞
を
持
っ
て
受
け
入
れ
た
知
識
人
の
一
人
が
フ
ロ
イ
ト
で
あ
っ
た
。
上
述
の
重
婚
容
疑
を
か

け
ら
れ
た
女
性
の
裁
判
を
批
評
し
た
ク
ラ
ウ
ス
の
論
文
「
ハ
ー
ヴ
ェ
イ
事
件
」（F165: 2 -12, 1904

）
を
読
ん
だ
感
想
を
、
フ
ロ
イ
ト
は

一
九
〇
四
年
一
〇
月
に
ク
ラ
ウ
ス
に
向
け
て

―
自
ら
を
「
そ
ん
な
に
し
ば
し
ば
あ
な
た
の
支
持
者
で
あ
る
こ
と
が
で
き
な
い
一
人
の
読

者
」
と
呼
ん
で
、
若
干
留
保
を
つ
け
つ
つ
も

―
次
の
よ
う
に
書
き
送
っ
て
い
る
。

あ
な
た
の
ハ
ー
ヴ
ェ
イ
に
関
す
る
記
事
が
知
ら
し
め
て
い
る
、
洞
察
、
勇
気
、
小
さ
な
も
の
か
ら
大
き
な
も
の
を
見
出
す
能
力
に
対
し
て
、（
私
＝
フ

ロ
イ
ト
は

―
引
用
者
注
）
賛
辞
を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
（F257 -258: 40, 1908
）。
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フ
ロ
イ
ト
は
ク
ラ
ウ
ス
と
一
九
〇
八
年
頃
に
か
け
て
親
し
く
、
特
に
一
九
〇
六
年
に
は
『
フ
ァ
ッ
ケ
ル
』
を
送
っ
て
も
ら
っ
た
こ
と
へ
の

感
謝
や
後
に
『
道
徳
と
犯
罪
』
に
所
収
さ
れ
る
論
説
「
リ
ー
ル
事
件
」（F211: 1 -28, 1906

）
へ
の
賞
賛
な
ど
を
記
し
た
ク
ラ
ウ
ス
宛
の

フ
ロ
イ
ト
の
書
簡
が
六
通
確
認
さ
れ
て
い
）
59
（
る
。
こ
の
頃
の
フ
ロ
イ
ト
の
著
作
で
あ
る
『
機
知
』（
一
九
〇
五
年
）
や
『「
文
化
的
」
性
道
徳

と
現
代
の
神
経
質
症
』（
一
九
〇
八
年
）
に
は
ク
ラ
ウ
ス
か
ら
の
引
用
や
ク
ラ
ウ
ス
へ
の
言
及
が
見
ら
れ
）
60
（
る
。
当
時
フ
ロ
イ
ト
は
『
フ
ァ
ッ

ケ
ル
』
の
定
期
的
な
読
者
で
あ
っ
）
61
（

た
。

　
こ
う
し
た
フ
ロ
イ
ト
の
ク
ラ
ウ
ス
に
対
す
る
評
価
の
理
由
は
、
彼
の
学
説
と
ク
ラ
ウ
ス
の
議
論
が
一
部
合
致
す
る
と
フ
ロ
イ
ト
が
考
え

た
か
ら
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
フ
ロ
イ
ト
は
『「
文
化
的
」
性
道
徳
と
現
代
の
神
経
質
症
』
に
お
い
て
、
支
配
的
な
文
化
的
性
道
徳
、
す
な

わ
ち
一
夫
一
婦
制
の
も
と
で
生
殖
の
み
を
目
的
と
す
る
よ
う
な
性
道
徳
に
よ
る
性
の
有
害
な
抑
え
こ
み
が
、
神
経
質
症
の
原
因
に
な
る
と

論
じ
て
い
る
。
同
論
の
中
で
フ
ロ
イ
ト
は
幾
分
挑
発
的
に
、「
結
婚
が
も
と
で
起
こ
る
神
経
質
症
に
対
す
る
治
療
薬
は
、
む
し
ろ
姦
通

（eheliche U
ntreue

）
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
」
と
述
べ
）
62
（
る
。
支
配
的
な
性
道
徳
を
嘲
弄
し
、
女
性
の
性
的
解
放
を
主
張

す
る
ク
ラ
ウ
ス
は
、
当
時
の
フ
ロ
イ
ト
の
目
に
は
自
ら
の
共
闘
者
と
映
っ
た
。
一
方
で
ク
ラ
ウ
ス
も
同
性
愛
問
題
を
扱
っ
た
「
子
ど
も
好

き
」（F187: 1 -28, 1905

）
と
い
う
論
説
に
お
い
て
、「
わ
れ
わ
れ
は
ジ
ー
ク
ム
ン
ト
・
フ
ロ
イ
ト
教
授
と
と
も
に
、
同
性
愛
者
が
刑
務
所

に
入
る
べ
き
人
間
で
も
、
精
神
病
院
に
入
る
べ
き
人
間
で
も
な
い
こ
と
を
認
め
る
洞
察
と
勇
気
を
持
つ
べ
き
だ
」
と
フ
ロ
イ
ト
の
名
に
言

及
し
な
が
ら
自
説
を
述
べ
て
い
る
（I

）
63
（

bid.:
21

）。
前
章
で
言
及
し
た
ロ
ー
ス
と
フ
ロ
イ
ト
の
議
論
の
並
行
性
か
ら
も
読
み
取
れ
る
よ
う
に
、

三
者
の
議
論
は
世
紀
末
ウ
ィ
ー
ン
の
「
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
」
を
め
ぐ
る
同
じ
言
説
圏
内
で
展
開
し
て
い
た
。

　
だ
が
同
じ
言
説
圏
内
で
展
開
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
ク
ラ
ウ
ス
と
ロ
ー
ス
、
あ
る
い
は
フ
ロ
イ
ト
の
議
論
の
間
に
は
差
異
が
見
出
せ

る
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。
例
え
ば
ク
ラ
ウ
ス
の
議
論
は
、
公
的
領
域
か
ら
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
め
ぐ
る
私
的
領
域
を
守
り
、
女
性

の
性
的
解
放
や
同
性
愛
の
社
会
的
認
知
を
求
め
た
あ
る
種
の
リ
ベ
ラ
ル
な
議
論
の
よ
う
に
も
見
え
る
し
、
実
際
そ
う
し
た
機
能
も
果
た
し

た
と
思
わ
れ
る
。
ク
ラ
ウ
ス
は
こ
の
問
題
で
国
家
が
果
た
す
べ
き
役
割
は
「
衛
生
・
意
志
の
自
由
・
未
成
年
者
保
護
」
の
三
点
だ
け
で
あ
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る
べ
き
だ
と
主
張
し
、
そ
れ
以
外
の
国
家
干
渉
を
拒
絶
し
た
（I

）
64
（

bid.:
19

）。
し
か
し
ク
ラ
ウ
ス
を
こ
の
時
期
ウ
ィ
ー
ン
で
も
運
動
が
始

ま
っ
て
い
た
リ
ベ
ラ
ル
・
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
の
系
列
に
置
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
と
い
う
の
も
、
ク
ラ
ウ
ス
は
女
性
の
性
的
解
放
は
語
っ
て

も
、
決
し
て
「
女
性
と
モ
ー
ド
」
に
お
け
る
ロ
ー
ス
の
議
論
の
よ
う
な
女
性
の
「
社
会
・
経
済
的
解
放
」
に
つ
い
て
は
語
ら
な
か
っ
た
か

ら
）
65
（
だ
。

　
ク
ラ
ウ
ス
が
重
視
し
た
の
は
、
あ
く
ま
で
「
女
の
官
能
の
自
決
権
（das Selbstbestim

m
ungsrecht w

eiblicher Sinne

）」（F166: 21, 

1

）
66
（

904

）
で
あ
り
、
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
と
い
う
女
性
の
「
自
然
権
」（F211: 24, 1906

）
で
あ
っ
た
。
ク
ラ
ウ
ス
に
と
っ
て
女
性
の
セ
ク

シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
と
い
う
「
自
然
」
は
文
化
の
生
成
の
源
で
あ
っ
て
、
彼
は
「
女
性
の
美
的
向
上
は
、
倫
理
的
低
下
と
い
う
不
利
益
以
上
に
、

文
化
に
利
益
を
も
た
ら
し
た
」（F166: 17, 1

）
67
（

904

）
と
主
張
し
て
い
る
。
ク
ラ
ウ
ス
は
女
性
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
が
解
放
さ
れ
、
そ
の

性
的
魅
力
が
増
す
こ
と
で
、
そ
れ
に
刺
激
を
受
け
た
文
化
の
向
上
が
起
こ
る
と
考
え
て
い
）
68
（

た
。
彼
が
求
め
た
の
は
、
あ
く
ま
で
こ
の
文
化
、

芸
術
の
源
と
し
て
女
性
の
「
自
然
」
の
解
放
で
あ
っ
た
。
エ
ド
ワ
ー
ド
・
テ
ィ
ム
ズ
の
表
現
を
借
り
れ
ば
、
ク
ラ
ウ
ス
は
「
女

（W
eib

）
の
官
能
性
の
解
放
」
を
目
指
し
た
の
で
あ
っ
て
、「
女
性
（Frau

）
の
社
会
的
解
放
」
に
は
反
対
し
）
69
（

た
。
だ
か
ら
ク
ラ
ウ
ス
は

「
女
性
の
政
治
的

0

0

0

選
挙
権
を
重
要
な
も
の
と
み
な
し
、
女
性
の
性
的

0

0

な
選
挙
権
の
剝
奪
に
同
意
す
る
女
権
論
者
（
傍
点
引
用
者
）」（F211: 

20, 1

）
70
（

906

）
と
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
を
茶
化
す
よ
う
な
議
論
も
行
っ
て
い
る
。
ロ
ー
ス
の
議
論
が
女
性
を
男
性
の
地
位
に
引
き
上
げ
る
こ
と

に
よ
っ
て
「
装
飾
＝
（
男
性
の
）
抑
圧
さ
れ
な
い
衝
動
」
の
除
去
を
目
指
す
も
の
で
あ
）
71
（
り
、
フ
ロ
イ
ト
の
議
論
が
神
経
質
症
を
発
症
さ
せ

な
い
形
で
の
欲
動
の
抑
圧
を
目
指
す
も
の
で
あ
っ
た
一
方
）
72
（

で
、
ク
ラ
ウ
ス
の
議
論
は
女
性
の
官
能
性
＝
自
然
の
解
放
に
よ
る
市
民
社
会
へ

の
異
議
申
し
立
て
を
あ
く
ま
で
目
指
す
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
『
道
徳
と
犯
罪
』
以
降
、『
フ
ァ
ッ
ケ
ル
』
誌
上
に
発
表
さ
れ
、
後
に
彼
の
著
書
『
万
里
の
長
城
』（
一
九
一
〇
年
）、『
黒
魔
術

に
よ
る
世
界
の
没
落
』（
一
九
二
二
年
）
へ
と
ま
と
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
諸
論
稿
の
中
に
は
、「
白
人
・
男
性
」
の
支
配
す
る
「
市
民
社

会
」
に
対
し
、
人
間
の
「
自
然
」
に
よ
り
近
い
存
在
と
し
て
「
女
性
」
に
加
え
て
さ
ら
に
「
有
色
人
種
」
を
対
置
さ
せ
る
議
論
を
数
多
く
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見
出
す
こ
と
が
で
き
）
73
（
る
。
ク
ラ
ウ
ス
か
ら
す
れ
ば
、
女
性
同
様
有
色
人
種
こ
そ
「
文
化
に
新
し
い
精
気
を
吹
き
込
む
」
主
体
で
あ
っ
た

（F354 -356: 3, 1

）
74
（

912

）。
つ
ま
り
『
道
徳
と
犯
罪
』
に
収
め
ら
れ
た
議
論
の
連
続
線
上
に
あ
る
も
の
と
し
て
、
ク
ラ
ウ
ス
は
セ
ク
シ
ュ
ア

リ
テ
ィ
（
＝
自
然
）
を
抑
圧
し
、
道
徳
裁
判
を
行
う
と
同
時
に
人
種
差
別
を
行
う
白
人
＝
男
性
＝
市
民
社
会
へ
の
異
議
申
し
立
て
の
主
体

を
、
そ
の
社
会
で
貶
め
ら
れ
て
い
る
女
性
と
有
色
人
種
に
置
い
た
の
で
あ
る
。
女
性
の
性
的
自
由
を
擁
護
す
る
た
め
に
一
九
〇
二
年
に
始

ま
っ
た
ク
ラ
ウ
ス
の
市
民
道
徳
批
判
は
、
当
初
の
射
程
を
超
え
て
、
有
色
人
種
と
女
性
の
結
合
、
す
な
わ
ち
「
追
放
さ
れ
た
自
然
の
諸

力
」（F285 -286: 7, 1
）
75
（

909

）
を
神
経
症
的
に
恐
れ
る
白
人
男
性
の
不
能
を
嘲
る
と
い
う
形
を
と
る
に
い
た
っ
た
。
ロ
ー
ス
や
フ
ロ
イ
ト
の

議
論
が

―
ロ
ジ
ッ
ク
と
し
て
は

―
白
人
＝
男
性
＝
市
民
社
会
と
い
う
図
式
を
前
提
と
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
ク
ラ
ウ
ス

の
議
論
は
有
色
人
種
＝
女
性
＝
自
然
を
め
ぐ
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ク
ラ
ウ
ス
と
ロ
ー
ス
の
議
論
は
そ
の
心

理
学
的
含
意
に
お
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な
違
い
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

四
　
ま
と
め

　
さ
て
こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
ク
ラ
ウ
ス
と
ロ
ー
ス
の
議
論
は
そ
の
「
政
治
・
社
会
（
学
）」
的
側
面
に
お
い
て
も
、「
心
理

（
学
）」
的
側
面
に
お
い
て
も
種
々
の
相
違
点
が
見
出
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ロ
ー
ス
の
考
え
と
は
異
な
り
、
ク
ラ
ウ
ス
に
と
っ
て
の
装
飾

批
判
は
決
し
て
進
歩
主
義
を
意
味
し
な
か
っ
た
し
、
ま
た
彼
に
と
っ
て
の
装
飾
と
は
衝
動
の
抑
圧
が
も
た
ら
し
た
近
代
社
会
の
産
物
で

あ
っ
た
。
彼
は
そ
れ
へ
の
批
判
原
理
と
し
て
人
間
の
内
的
自
然
の
解
放
を
語
り
、
そ
の
主
体
に
女
性
と
有
色
人
種
を
据
え
た
の
で
あ
る
。

ク
ラ
ウ
ス
は
女
性
の
内
的
自
然
や
有
色
人
種
と
い
っ
た
、
白
人
＝
男
性
＝
市
民
社
会
の
「
外
部
」
の
諸
力
を
梃
子
に
す
る
こ
と
で
、
彼
が

没
落
の
途
上
に
あ
る
と
考
え
た
西
洋
文
明
を
再
活
性
化
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
。

　
し
か
し
こ
う
し
た
彼
の
ロ
ジ
ッ
ク
に
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
ク
ラ
ウ
ス
の
市
民
社
会
批
判
は
、
女
性
や
有
色
人
種
を
自
然
的
、
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性
的
存
在
と
し
て
捉
え
て
そ
の
解
放
を
肯
定
的
に
論
じ
る
も
の
で
、
そ
れ
は
文
明
／
野
蛮
、
西
欧
／
非
西
欧
、
純
潔
／
退
廃
と
い
っ
た
二

項
対
立
の
強
調
点
を
ひ
っ
く
り
返
し
た
だ
け
の
議
論
の
よ
う
に
も
読
め
る
。
地
震
、
中
国
人
、
女
性
を
市
民
社
会
に
対
す
る
復
讐
を
遂
げ

る
主
体
と
見
る
エ
ッ
セ
イ
「
万
里
の
長
城
」（F285 -286: 1 -16, 1

）
76
（

908

）
な
ど
は
そ
う
し
た
例
の
典
型
と
い
え
よ
う
。
こ
う
し
た
二
項
対
立

的
言
説
に
留
ま
る
限
り
、
そ
の
言
説
が
内
包
す
る
差
別
の
構
造
か
ら
抜
け
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
批
判
は
も
ち
ろ
ん
な
さ
れ
う
）
77
（
る
。

　
と
は
い
え
、
ク
ラ
ウ
ス
の
議
論
が
単
な
る
二
項
対
立
の
裏
返
し
に
留
ま
ら
な
い
も
の
を
含
意
し
て
い
る
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。
例

え
ば
ク
ラ
ウ
ス
が
有
色
人
種
は
自
然
に
近
い
と
主
張
す
る
場
合
の
「
自
然
」
に
は
、
野
蛮
や
未
開
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
よ
り
人
間
精

神
の
肯
定
的
な
意
味
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
例
え
ば
ク
ラ
ウ
ス
は
ド
イ
ツ
人
の
プ
レ
ス
編
集
長
よ
り
も
黒
人
の
ほ
う
が
「
知
性
」、「
信
頼

性
」、「
善
性
」
が
あ
る
と
論
じ
る
（F384 -385: 43, 1

）
78
（

913

）。
こ
う
し
た
観
点
は
彼
が
一
次
大
戦
後
に
書
き
上
げ
た
反
戦
戯
曲
『
人
類
最

後
の
日
々
』
に
も
見
ら
れ
、
好
戦
的
説
教
を
す
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
や
カ
ト
リ
ッ
ク
聖
職
者
が
登
場
す
る
場
面
を
続
け
た
後
に
、
ク
ラ
ウ

ス
は
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
の
モ
ス
ク
を
舞
台
に
、
モ
ス
ク
の
中
で
大
騒
ぎ
を
す
る
ベ
ル
リ
ン
の
商
社
の
若
者
と
イ
マ
ー
ム
を
対
置

し
、
イ
マ
ー
ム
に
次
の
よ
う
に
い
わ
せ
る
。

神
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
学
問
を
与
え
、
東
洋
人
に
は
品
位
を
与
え
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
と
い
う
の
は
至
高
の
神
の
影
を
歩
む
わ
れ
わ
れ
が
な
る
と
こ
ろ

の
も
の
と
は
違
う
の
だ
（
三
幕
一
九
）
79
（

場
）。

ク
ラ
ウ
ス
か
ら
す
れ
ば
学
問
に
よ
る
進
歩
を
突
き
進
め
、
戦
争
を
遂
行
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
＝
白
人
男
性
は
最
も
「
自
然
」
か
ら
乖
離
し

て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
逆
に
理
性
も
品
位
も
欠
け
て
い
る
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
ク
ラ
ウ
ス
は
バ
ル
カ
ン
戦
争
批
判
の
文
脈
で
も
、
勝

利
に
浮
か
れ
る
西
欧
人
と
敬
虔
な
ム
ス
リ
ム
の
対
比
を
行
っ
て
い
る
﹇F360 -362: 52, 1
）
80
（

912
﹈）。
そ
れ
ゆ
え
ひ
た
す
ら
西
欧
型
の
近
代
化
を
進
め

る
日
本
は
、
非
西
欧
で
あ
り
な
が
ら
悪
し
き
近
代
の
典
型
と
し
て
批
判
さ
れ
、
一
次
大
戦
期
に
は
プ
ロ
イ
セ
ン
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
対
す
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る
態
度
と
日
本
の
中
国
に
対
す
る
態
度
が
並
列
的
に
批
判
さ
れ
て
い
る
（F484 -498: 1 -12, 1918

）。

　
同
様
に
女
性
に
関
し
て
も
、
ク
ラ
ウ
ス
が
女
性
の
自
然
を
擁
護
し
た
の
は
退
廃
を
擁
護
す
る
た
め
で
は
な
）
81
（

く
、
文
化
を
生
み
出
す
根
源

の
力
と
し
て
の
「
自
然
」
の
擁
護
に
あ
っ
た
。
こ
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
め
ぐ
る
論
争
の
後
に
始
ま
っ
た
一
次
大
戦
の
最
中
、
ク
ラ
ウ

ス
は
市
民
社
会
の
旧
弊
な
道
徳
と
進
歩
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
両
立
、
そ
し
て
帰
結
と
し
て
の
大
戦
を
厳
し
く
批
判
し
て
い
く
こ
と
に
な
）
82
（
る
。

そ
れ
ゆ
え
『
道
徳
と
犯
罪
』
に
お
け
る
女
性
観
、「
自
然
」
観
は
一
次
大
戦
批
判
に
も
用
い
ら
れ
た
。
例
え
ば
ク
ラ
ウ
ス
は
大
戦
中
に
華

美
な
服
装
を
「
今
は
カ
ー
ニ
ヴ
ァ
ル
中
で
は
な
い
ん
だ
」
と
警
察
に
咎
め
ら
れ
た
女
性
と
軍
服
を
着
て
前
線
か
ら
報
道
を
行
う
女
性
を
対

置
さ
せ
、
現
状
を
「
悲
劇
的
カ
ー
ニ
ヴ
ァ
ル
」
で
あ
る
と
評
し
た
同
名
の
寸
評
（F426 -430: 35 -39, 1916

）
や
、
ス
カ
ー
ト
を
捲
り
上
げ

て
歩
い
て
い
た
の
を
道
徳
感
情
を
損
ね
る
も
の
だ
と
告
発
さ
れ
た
女
性
に
関
す
る
新
聞
記
事
を
引
用
し
て
自
ら
「
ス
カ
ー
ト
を
上
げ
よ
、

武
器
を
捨
て
よ
」
と
コ
メ
ン
ト
を
付
し
た
「
道
徳
の
系
譜
学
」（F431 -436: 40 -41, 1916

）
な
ど
の
寸
評
を
『
フ
ァ
ッ
ケ
ル
』
誌
上
に
掲

載
し
て
い
る
。
高
度
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
っ
て
戦
い
を
行
う
前
線
に
対
し
、
銃
後
で
は
純
潔
な
る
ド
イ
ツ
の
母
、
娘
と
い
う
ロ
マ
ン

テ
ィ
ッ
ク
な
市
民
社
会
的
女
性
観
が
平
時
以
上
に
の
さ
ば
り
、
女
性
の
内
的
自
然
を
脅
か
し
て
い
た
。
ク
ラ
ウ
ス
か
ら
す
れ
ば
旧
弊
な
市

民
道
徳
を
掲
げ
な
が
ら
、
進
歩
し
た
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
使
っ
て
戦
争
を
行
う
白
人
男
性
の
方
こ
そ
「
電
気
に
照
ら
さ
れ
た
野
蛮
人
」

（F285 -286: 15, 1

）
83
（

908

）
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
確
か
に
プ
フ
ァ
ビ
ガ
ン
の
よ
う
な
研
究
者
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
戦
前
の
ク
ラ
ウ
ス
の
議
論
に
文
化
ペ
シ
ミ
ズ
ム
や
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
批

判
と
い
っ
た
あ
る
種
の
保
守
的
要
素
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
本
論
が
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
ク
ラ
ウ
ス
の
保
守
性

と
い
わ
れ
る
要
素
は
彼
の
ウ
ィ
ー
ン
社
会
批
判
、
旧
弊
な
白
人
＝
男
性
＝
市
民
社
会
批
判
を
展
開
す
る
際
に
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
た
。

ロ
ー
ス
・
ハ
ウ
ス
の
擁
護
や
女
性
の
性
的
解
放
の
支
持
、
同
性
愛
の
認
知
と
い
っ
た
ク
ラ
ウ
ス
の
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
的
な
言
論
活
動
を

支
え
た
ロ
ジ
ッ
ク
は
、
進
歩
に
対
す
る
深
い
ペ
シ
ミ
ズ
ム
で
あ
り
、
人
間
の
内
的
自
然
の
解
放
を
目
指
す
と
い
う
意
味
で
の
近
代
批
判
で

あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
こ
で
示
唆
し
た
よ
う
に
、
こ
の
ロ
ジ
ッ
ク
が
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
最
大
に
し
て
最
後
の
政
治
的
危
機
で
あ
っ
た
一
次
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大
戦
批
判
に
お
い
て
「
展
開
」
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
）
84
（
る
。

＊ 
本
論
に
お
い
て
ク
ラ
ウ
ス
が
発
行
し
て
い
た
雑
誌D

ie Fackel

か
ら
の
引
用
はF

と
略
記
し
、
本
文
中
に
号
数
、
頁
数
、
発
行
年
の
順
に
記
載
し

た
。

＊
ク
ラ
ウ
ス
の
著
作
集
はChristian W

agenknecht

が
編
集
し
たSuhrkam

p

版
を
用
い
た
。

（
1
）  Adolf Loos, D

ie Potem
kin

’sche Stadt, in: D
ie Potem

kin

’sche Stadt. Verschollene Schriften 1897 -1933, W
ien, 1997, S. 55 -58

（『
装
飾
と
犯
罪
』
伊
藤
哲
夫
訳
、
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
〇
五
年
、
四
二
―
四
八
頁
）.

（
2
）  

「
ク
ラ
ウ
ス
と
ロ
ー
ス
」
を
主
題
と
し
て
論
じ
た
も
の
と
し
て
は
以
下
の
研
究
を
参
照
し
た
。D

agm
ar Barnouw, Loos, Kraus, W

ittgen-
stein, and the Problem

 of Authenticity, in: G
erald Chapple and H

ans H
. Schulte 

（ed.

）, The Turn of the Century, Bonn, 1981, 
pp. 249 -273; Edw

ard Tim
m
s, Façade and Function: The Alliance w

ith Adolf Loos, in: Karl Kraus, A
pocalyptic Satirist, Cul-

ture and Catastrophe in H
absburg V

ienna, Yale U
niversity Press, 1986, pp. 115 -128; Alfred Pfabigan, U

rne und N
achttopf. 

O
rnam

entkritik als G
esellschaftkritik, in: G

eistesgegenwart. Essays zu Joseph Roth, Karl Kraus, A
dolf Loos, Jura Soyfer, W

ien, 
1991, S. 50 -84; 

山
口
裕
之
「
カ
ー
ル
・
ク
ラ
ウ
ス
と
ア
ー
ド
ル
フ
・
ロ
ー
ス

―
装
飾
批
判
と
進
歩
」『
地
域
文
化
研
究
』
第
三
号
、
一
九
九

一
年
、
五
一
―
七
三
頁; G

ilbert J. Carr, The 
‘Habsburg M

yth

’, O
rnam

ent and M
etaphor: Adolf Loos, Karl Kraus and Robert 

M
usil, in: A

ustrian Studies. vol. 15, Austrian Satire and O
ther Essays, 2007, pp. 65 -79.

（
3
）  Carl E. Schorske, Thinking with H

istory: Exploration in the Passage to M
odernism

, Princeton U
niversity Press, 1998, p. 163

（「
ウ
ィ
ー
ン
に
お
け
る
反
逆
」
安
井
琢
磨
訳
、『
へ
る
め
す
』
第
九
号
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
六
年
、
一
六
一
頁
）; Allan Janik and Stephen 

Toulm
in, W

ittgenstein

’s V
ienna, N

ew
 York, 1973, p. 93

（『
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
ウ
ィ
ー
ン
』
藤
村
龍
雄
訳
、
平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
、
二
〇
〇
一
年
、
一
五
一
頁
）.

（
4
）  Tim

m
s, Karl Kraus, p. 117.

（
5
）  Tim

m
s, Karl Kraus, p. 117; Pfabigan, U

rne und N
achttopf, S. 52.

（
6
）  

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
注
（
2
）
の
文
献
の
内
、
特
に
プ
フ
ァ
ビ
ガ
ン
と
山
口
の
研
究
が
重
要
で
あ
る
。
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（
7
）  

ロ
ー
ス
の
伝
記
は
邦
語
で
も
既
に
以
下
の
二
冊
が
存
在
す
る
。
伊
藤
哲
夫
『
ア
ド
ル
フ
・
ロ
ー
ス
』
鹿
島
出
版
会
、
一
九
八
〇
年
。
川
向
正
人

『
ア
ド
ル
フ
・
ロ
ー
ス

―
世
紀
末
ウ
ィ
ー
ン
の
建
築
言
語
ゲ
ー
ム
』
住
ま
い
の
図
書
館
出
版
局
、
一
九
八
七
年
。

（
8
）  A

dolf Loos, Ins Leere G
esprochen 1897 -1900, 1921=1981, W

ien; Trotzdem
, G
esam

m
elte Schriften 1900 -1930, W

ien, 
1931=1997; D

ie Potem
kin

’sche Stadt. Verschollene Schriften 1897 -1933, W
ien, 1983=1997.  

邦
訳
は
こ
の
三
冊
か
ら
二
六
本
の
論

文
を
選
び
出
し
て
訳
出
し
た
、『
装
飾
と
犯
罪

―
建
築
・
文
化
論
集
』（
伊
藤
哲
夫
訳
、
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
〇
五
年
）
に
加
え
、Ins 

Leere G
esprochen

の
全
訳
で
あ
る
『
虚
空
へ
向
け
て

―
ア
ド
ル
フ
・
ロ
ー
ス
著
作
集
1
』（
加
藤
淳
訳
、
ア
セ
テ
ー
ト
、
二
〇
一
二
年
）
が

あ
る
。

（
9
）  Loos, O

rnam
ent und Verbrechen, in: Trotzdem

, S. 78 -88

（『
装
飾
と
犯
罪
』
九
〇
―
一
〇
四
頁
）.

（
10
）  Loos, O

rnam
ent und Verbrechen, S. 79

（『
装
飾
と
犯
罪
』
九
二
頁
）.

（
11
）  Loos, O

rnam
ent und Verbrechen, S. 80

（『
装
飾
と
犯
罪
』
九
二
頁
）.

（
12
）  Loos, O

rnam
ent und Verbrechen, S. 88

（『
装
飾
と
犯
罪
』
一
〇
四
頁
）.

（
13
）  M

ark Anderson, The O
rnam

ent of W
riting: Kafka, Loos and the Jugendstil, in: N

ew G
erm
an Critique, N

um
ber 43, W

inter 
1988, p. 135. 

（
14
）  

こ
の
よ
う
に
各
都
市
で
同
論
文
は
朗
読
さ
れ
た
が
、
一
九
二
九
年
一
〇
月
に
『
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
る
ま
で
印
刷
物
の
形
で

刊
行
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
草
稿
が
い
つ
書
か
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
議
論
が
あ
る
が
、
一
九
〇
八
年
頃
書
か
れ
た
と
い
う
通
説
に
対
し
、

ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ロ
ン
グ
は
綿
密
な
考
証
を
行
っ
た
上
で
一
九
〇
九
年
末
か
ら
一
〇
年
初
頭
の
間
に
書
か
れ
た
と
推
測
し
て
い
る
（Christo-

pher Long, The O
rigins and Context of Adolf Loos

’s 

“Ornam
ent and Crim

e

”, in: Journal of the Society of A
rchitectural H

isto-
rians, vol. 68, no. 2, 2009, pp. 200 -223

）。

（
15
）  

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
川
向
『
ア
ド
ル
フ
・
ロ
ー
ス
』
一
六
六
頁; Tim

m
s, Karl Kraus, p. 126; Janik and Toulm

in, W
ittgenstein

’s 
V
ienna, p. 100

（
一
六
三
―
一
六
四
頁
）
参
照
。

（
16
）  

ロ
ー
ス
は
一
八
九
八
年
に
書
い
た
エ
ッ
セ
イ
「
デ
ラ
ッ
ク
ス
な
馬
車
」
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
あ
る
民
族
の
文
化
の
レ
ベ
ル
が

低
け
れ
ば
低
い
ほ
ど
、
そ
れ
だ
け
や
た
ら
と
装
飾
や
装
身
具
を
つ
か
い
た
が
る
も
の
で
あ
る
。
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
は
あ
ら
ゆ
る
も
の
、
ボ
ー
ト
や
舵
、

矢
に
ま
で
装
飾
を
施
す
。
そ
れ
ゆ
え
装
身
具
を
好
む
と
い
う
こ
と
は
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
的
立
場
に
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
わ
れ
わ
れ
の
内
な
る 

イ
ン
デ
ィ
ア
ン
性
は
、
し
か
し
、
克
服
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
」（Loos, D

as Luxusfuhrw
erk, in: Ins Leere G

esprochen, S. 97
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﹇『
装
飾
と
犯
罪
』
一
八
頁
、『
虚
空
に
向
け
て
』
一
二
三
頁
﹈）。

（
17
）  Loos, Architektur, in: Trotzdem

, S. 92

（『
装
飾
と
犯
罪
』
一
二
〇
頁
）. Long, The O

rigins and Context of Adolf Loos

’s 

“Ornam
ent 

and Crim
e

”, pp. 213 -214. 
（
18
）  Loos, O

rnam
ent und Verbrechen, S. 80

（『
装
飾
と
犯
罪
』
九
三
頁
）.

（
19
）  
「
ア
メ
リ
カ
が
い
か
に
強
く
彼
の
世
界
像
を
刻
印
し
て
い
た
か
、
も
し
く
は
、
ア
メ
リ
カ
の
価
値
観
が
ど
れ
ほ
ど
彼
の
気
質
に
適
い
、
の
ち
に

彼
を
多
く
の
面
で
ウ
ィ
ー
ン
文
化
に
対
立
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
か
、
こ
の
こ
と
は
強
調
し
て
も
し
す
ぎ
る
こ
と
は
な
い
」（
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・

ル
ー
プ
レ
ヒ
タ
ー
「
ア
ド
ル
フ
・
ロ
ー
ス
と
ウ
ィ
ー
ン
文
化
」
安
川
晴
基
訳
、『
虚
空
に
向
け
て
』
二
七
四
頁
）。

（
20
）  Adolf Loos, Aus den beiden N

um
m
ern von 

“Das Andere

”, in: Trotzdem
, S. 21 -53. 

同
誌
に
つ
い
て
伊
藤
哲
夫
は
次
の
よ
う
に
解

説
を
加
え
て
い
る
。「
な
お
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
西
欧
の
国
で
あ
る
の
に
、
な
ぜ
〈
西
欧
文
化
を
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
移
入
す
る
〉
必
要
が
あ
る
の
か
、

と
い
っ
た
点
に
つ
い
て
だ
が
、
当
時
先
進
国
で
あ
り
、
都
市
化
が
進
ん
だ
他
の
西
欧
の
国
々
（
特
に
イ
ギ
リ
ス
、
そ
れ
に
ア
メ
リ
カ
も
含
め
て
）

の
生
活
を
見
聞
し
た
ロ
ー
ス
の
眼
に
は
、〈
周
縁
〉
に
位
置
す
る
と
い
っ
て
よ
い
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
文
化
の
面
で
ま
だ
ま
だ
後
進
国
と
映
っ
た
か

ら
で
あ
ろ
う
。
こ
の
二
号
発
行
さ
れ
た
小
冊
子
に
お
い
て
、
ロ
ー
ス
は
、
食
事
の
際
の
マ
ナ
ー
の
問
題
、
服
装
の
問
題
、
料
理
の
問
題
等
々
、
日

常
生
活
の
こ
と
細
か
な
点
に
つ
い
て
考
察
を
し
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
後
進
性
を
指
摘
し
、
そ
し
て
〈
近
代
的
〉
と
は
何
か
と
説
く
。
啓
蒙
主
義
的

な
面
が
強
か
っ
た
ロ
ー
ス
が
こ
こ
に
も
見
ら
れ
る
」（
伊
藤
「
訳
注
・
解
説
」『
装
飾
と
犯
罪
』
二
三
二
頁
）。

（
21
）  Pfabigan, U

rne und N
achttopf, S. 66.

（
22
）  Loos, D

ie H
errenm

ode, in: Ins Leere G
esprochen, S. 57

（『
虚
空
に
向
け
て
』
六
九
頁
）.

（
23
）  

「（
ロ
ー
ス
の
議
論
は

―
引
用
者
注
）
パ
プ
ア
人
（
あ
る
い
は
彼
の
他
の
エ
ッ
セ
イ
で
は
ア
メ
リ
カ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
）
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
と

比
べ
て
文
化
的
に
劣
っ
た
段
階
に
あ
る
と
い
う
前
提
か
ら
出
発
し
、
そ
れ
と
パ
ラ
レ
ル
に
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
後
進
性
を
指
摘
し
つ
つ
、
ア
メ
リ

カ
に
お
い
て
体
現
さ
れ
て
い
る
（
と
ロ
ー
ス
が
捉
え
た
）
近
代
性
を
志
向
す
る
」（
山
口
「
カ
ー
ル
・
ク
ラ
ウ
ス
と
ア
ー
ド
ル
フ
・
ロ
ー
ス
」
五

五
頁
）。

（
24
）  Carl E. Schorske, Fin-de-ciecle V

ienna. Politics and Culture, N
ew
 York, 1983 （『

世
紀
末
ウ
ィ
ー
ン

―
政
治
と
文
化
』
安
井
琢
磨

訳
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
三
年
）.

（
25
）  Pfabigan, U

rne und N
achttopf, S. 65.

（
26
）  Loos, Zw

ei Aufsätz und eine Zuschrift über das H
aus auf dem

 M
ichaelerplatz, in: Trotzdem

, S. 114

（『
装
飾
と
犯
罪
』
一
一
四
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頁
）.

（
27
）  Loos, O

rnam
ent und Verbrechen, S. 87 -88

（『
装
飾
と
犯
罪
』
一
〇
三
頁
）.

（
28
）  Loos, Architektur, S. 101

（『
装
飾
と
犯
罪
』
一
三
〇
頁
）.

（
29
）  Loos, O

rnam
ent und Verbrechen, S. 78

（『
装
飾
と
犯
罪
』
九
一
頁
）.

（
30
）  
田
中
純
『
建
築
の
エ
ロ
テ
ィ
シ
ズ
ム

―
世
紀
転
換
期
ヴ
ィ
ー
ン
に
お
け
る
装
飾
の
運
命
』
平
凡
社
新
書
、
二
〇
一
一
年
、
七
九
―
八
〇
頁
。

（
31
）  N

ike W
agner, G

eist und G
eschlecht. Karl Kraus und die Erotik der W

iener M
oderne. Frankfurt am

 M
ain, Zw

eite Auflage, 
1982, S. 59

（『
世
紀
末
ウ
ィ
ー
ン
の
精
神
と
性
』
菊
盛
英
夫
訳
、
筑
摩
書
房
、
一
九
八
八
年
、
六
二
頁
）.

（
32
）  Sigm

und Freud, D
ie 

“kulturelle

” Sexualm
oral und die m

oderne N
ervosität, in: G

esam
m
elte W

erke. Band VII, Frankfurt am
 

M
ain, Sechste Auflage, 1976, S. 149

（「〈
文
化
的
〉
性
道
徳
と
現
代
の
神
経
質
症
」『
フ
ロ
イ
ト
全
集
』
第
九
巻
、
道
籏
泰
三
訳
、
岩
波
書
店
、

二
〇
〇
七
年
、
二
五
八
頁
）.

（
33
）  

ル
ー
プ
レ
ヒ
タ
ー
「
ア
ド
ル
フ
・
ロ
ー
ス
と
ウ
ィ
ー
ン
文
化
」
二
七
七
頁
。

（
34
）  Sigm

und Freud, D
as U

nbehagen in der Kultur, in: G
esam

m
elte W

erke. Band XIV, Frankfurt am
 M
ain, Siebente Auflage, 

1991, S. 457 

（「
文
化
に
お
け
る
居
心
地
の
悪
さ
」『
フ
ロ
イ
ト
全
集
』
第
二
〇
巻
、
嶺
秀
樹
・
高
田
珠
樹
訳
、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
一
年
、
一

〇
七
頁
）.

（
35
）  Freud, D

as U
nbehagen in der Kultur, S. 449

（『
フ
ロ
イ
ト
全
集
』
第
二
〇
巻
、
九
九
頁
）.

（
36
）  Freud, D

as U
nbehagen in der Kultur, S. 449
（『
フ
ロ
イ
ト
全
集
』
第
二
〇
巻
、
九
八
頁
）.

（
37
）  Loos, D

am
enm
ode, in: Ins Leere gesprochen, S. 126 -132

（『
虚
空
に
向
け
て
』
一
六
一
―
一
六
九
頁
）.

（
38
）  Loos, D
am
enm
ode, S. 128

（『
虚
空
に
向
け
て
』
一
六
三
頁
）.

（
39
）  Loos, D
am
enm
ode, S. 132

（『
虚
空
に
向
け
て
』
一
六
七
頁
）.

（
40
）  

例
え
ば
池
内
紀
は
、
ロ
ー
ス
と
「
女
性
と
モ
ー
ド
」
に
つ
い
て
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
あ
っ
て
い
ち
早
く
機
能
美
に
徹
し
た
建
物
を
ウ
ィ
ー
ン
の

中
心
街
に
実
現
し
た
建
築
家
は
、
そ
の
中
で
熱
っ
ぽ
く
、〈
官
能
美
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
労
働
と
才
能
に
よ
っ
て
男
と
対
抗
す
べ
き
女
〉
の
こ

と
を
説
い
て
い
る
。
つ
ま
り
は
女
性
が
〈
性
〉
か
ら
解
放
さ
る
べ
き
こ
と
」
と
、
そ
の
女
性
解
放
的
含
意
を
強
調
し
て
解
説
を
加
え
て
い
る

（『
道
化
の
よ
う
な
歴
史
家
の
肖
像
』
み
す
ず
書
房
、
一
九
八
八
年
、
一
〇
五
頁
）。
一
方
で
田
中
純
は
、「
女
性
と
モ
ー
ド
」
に
お
け
る
議
論
の
中

で
「
男
性
」
の
性
衝
動
の
み
が
問
題
と
さ
れ
、
そ
の
解
決
策
が
女
性
の
男
性
化
（
も
は
や
男
性
の
性
対
象
で
は
な
い
女
性
）
に
過
ぎ
な
い
点
に
着
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目
し
、
ロ
ー
ス
思
想
が
含
意
す
る
「
女
性
の
不
在
」
と
い
う
「
反
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
」
を
指
摘
し
て
い
る
（
田
中
純
「
破
壊
の
天
使

―
ア
ド
ル

フ
・
ロ
ー
ス
の
ア
レ
ゴ
リ
ー
的
論
理
学
」﹇『
建
築
文
化
』
六
五
七
号
、
彰
国
社
、
二
〇
〇
二
年
、
九
八
―
一
〇
一
頁
﹈
な
ら
び
に
『
建
築
の
エ
ロ

テ
ィ
シ
ズ
ム
』﹇
特
に
第
二
章
﹈）。

（
41
）  Theodor W

. Adorno, Funktionalism
us heute, in: G

esam
m
elte Schriften, Band 10 -1, Frankfurt am

 M
ain, 1977, S. 380

（「
今
日

の
機
能
主
義
」
伊
藤
哲
夫
・
水
田
一
征
訳
、『
哲
学
者
の
語
る
建
築

―
ハ
イ
デ
ガ
ー
、
オ
ル
テ
ガ
、
ペ
ゲ
ラ
ー
、
ア
ド
ル
ノ
』
中
央
公
論
美
術

出
版
、
二
〇
〇
八
年
、
一
四
一
頁
）.

（
42
）  

田
中
純
「
装
飾
と
い
う
群
集

―
神
経
系
都
市
論
の
系
譜
」『
都
市
の
詩
学
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
七
年
、
二
〇
六
―
二
〇
七
頁
。

（
43
）  Friedensreich H

undertw
asser, Los von Loos. G

esetz für individuelle Bauveränderungen oder Architektur-Boykott. M
anifest 

vom
 9. 2. 1968, in: O

tto Breicha und Reinhard U
rbach 

（H
g.

）, Ö
sterreich zum

 Beispiel. Literatur, bildende Kunst, Film
 und 

M
usik seit 1968. Salzburg, 1982, S. 68. 

こ
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
は
プ
フ
ァ
ビ
ガ
ン
も
論
文
の
エ
ピ
グ
ラ
フ
に
用
い
て
い
る
（Pfabigan, U

rne 
und N

achttopf, S. 50
）。

（
44
）  Freud, D

ie 

“kultuelle

” Sexualm
oral und die m

oderne N
ervosität, S. 148

（『
フ
ロ
イ
ト
全
集
』
第
九
巻
、
二
五
六
頁
）.

（
45
）  Tim

m
s, Karl Kraus, p. 117.

（
46
）  Kraus, Schriften. Band 4, S. 178 -184
（『
黒
魔
術
に
よ
る
世
界
の
没
落
』
山
口
裕
之
・
河
野
英
二
訳
、
現
代
思
潮
新
社
、
二
〇
〇
八
年
、

九
六
―
一
〇
九
頁
）.

（
47
）  

こ
こ
で
ク
ラ
ウ
ス
は
髭
を
「
フ
ィ
ユ
ト
ン
的
付
け
足
し
、
形
容
辞
、
常
套
句
に
す
ぎ
な
い
」
と
装
飾
と
同
列
に
お
い
て
批
判
し
て
い
る
。
な
お

ロ
ー
ス
も
講
演
「
ミ
ヒ
ャ
エ
ラ
ー
・
プ
ラ
ッ
ツ
に
立
つ
私
の
建
物
」の
中
で
、髭
と
装
飾
を
同
列
に
論
じ
た（Loos, M

ein H
aus auf der M

ichaeler- 
platz, in: D

ie Potem
kin

’sche Stadt, S. 122

﹇『
装
飾
と
犯
罪
』
二
四
二
頁
﹈）。
両
者
と
も
に
髭
を
装
飾
の
比
喩
と
し
て
捉
え
、
髭
を
剃
る
こ

と
を
装
飾
の
除
去
と
関
連
付
け
て
い
る
。

（
48
）  Kraus, Schriften. Band 4, S. 427

（『
黒
魔
術
に
よ
る
世
界
の
没
落
』
二
八
二
頁
）.

　
　
　
こ
こ
で
ク
ラ
ウ
ス
が
「
パ
ル
ジ
フ
ァ
ル
」
と
「
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
」
と
い
う
対
比
を
用
い
て
い
る
の
は
、
ロ
ー
ス
の
エ
ッ
セ
イ
「
貧
し
き
豊
か
な

男
」
を
念
頭
に
お
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
（Ins Leere G

esprochen, S. 198 -203

﹇『
虚
空
に
向
け
て
』
二
五
八
―
二
六
四
頁
﹈）。

同
論
は
日
常
の
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
唯
美
主
義
的
芸
術
家
に
デ
ザ
イ
ン
さ
せ
た
あ
る
金
持
ち
が
、
あ
ま
り
に
生
活
が
不
便
に
な
っ
て
逆
に
不
幸
に
な

る
、
と
い
う
諷
刺
的
な
小
噺
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
こ
の
金
持
ち
は
、
自
分
の
家
を
装
飾
だ
ら
け
に
す
る
の
に
飽
き
足
ら
ず
、
家
の
前
を
通
る
路
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面
電
車
の
ベ
ル
に
「
パ
ル
ジ
フ
ァ
ル
」
の
旋
律
を
用
い
る
よ
う
運
営
会
社
に
申
し
入
れ
る
。

（
49
）  

ロ
ー
ス
自
身
の
主
張
の
眼
目
も
こ
の
芸
術
作
品
の
「
純
粋
性
」
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
岩
下
眞
好
「
合
理
主
義
と
エ
ロ
ス

―
文
化
史
的

コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
中
の
ア
ド
ル
フ
・
ロ
ー
ス
」（
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ク
ル
カ
編
『
ア
ド
ル
フ
・
ロ
ー
ス
』
泰
流
社
、
一
九
八
四
年
、
一
六
七
頁
）。

　
　
　
本
論
で
後
述
す
る
よ
う
に
、
ク
ラ
ウ
ス
も
ロ
ー
ス
も
芸
術
作
品
の
起
源
を
エ
ロ
テ
ィ
ッ
ク
な
衝
動
に
見
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
こ
を
源
泉
と

し
て
生
じ
る
芸
術
作
品
の
「
純
粋
性
」
を
擁
護
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
で
は
共
通
す
る
。
た
だ
し
ロ
ー
ス
が
衝
動
の
垂
れ
流
し
と
し
て
装
飾
を

批
判
し
た
の
に
対
し
、
ク
ラ
ウ
ス
は
装
飾
的
な
も
の
を
必
要
と
す
る
近
代
社
会
を
、
衝
動
を
抑
圧
す
る
も
の
と
批
判
し
た
。
二
人
は
目
指
す
べ
き

ゴ
ー
ル
を
共
有
し
な
が
ら
、
そ
こ
に
向
か
う
道
の
り
、
論
理
に
違
い
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
に
二
人
の
「
装
飾
」
観
の
相
違
も

読
み
取
れ
る
。

（
50
）  Tim

m
s, Karl Kraus, pp. 121 -123.

（
51
）  Kraus, Schriften. Band 2, S. 197 -203

（「
進
歩
」
原
研
二
訳
、
池
内
紀
編
『
ウ
ィ
ー
ン
聖
な
る
春
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
六
年
、
二
六

二
―
二
六
八
頁
）.

（
52
）  

「
変
転
す
る
装
飾
」
は
原
研
二
の
訳
語
（『
ウ
ィ
ー
ン
聖
な
る
春
』
二
六
二
頁
）
で
あ
る
。
な
お
山
口
裕
之
は
同
語
を
「
回
転
舞
台
装
置
」
と
訳

し
て
い
る
（
山
口
「
カ
ー
ル
・
ク
ラ
ウ
ス
と
ア
ー
ド
ル
フ
・
ロ
ー
ス
」
六
二
頁
）。

（
53
）  

ク
ラ
ウ
ス
の
一
次
大
戦
前
に
お
け
る
保
守
性
の
重
要
な
要
素
と
し
て
「
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
懐
疑
主
義
」
を
挙
げ
る
プ
フ
ァ
ビ
ガ
ン
は
、
そ
の
証
左

と
し
て
、
こ
こ
で
引
用
し
た
ク
ラ
ウ
ス
の
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
を
挙
げ
て
い
る
（Alfred Pfabigan, Karl Kraus und der Sozialism

us, W
ien, 

1976, S. 151

）。

（
54
）  

例
え
ば
山
口
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。「
ロ
ー
ス
は
、
実
用
品
か
ら
装
飾
を
な
く
し
て
い
く
こ
と
、
実
用
品
と
芸
術
と
を
区
別
す
る
こ
と

が
〈
文
化
の
進
展
〉
を
意
味
し
、
そ
れ
が
〈
近
代
人
〉
の
と
る
べ
き
当
然
の
態
度
で
あ
る
と
繰
り
返
す
。
そ
れ
に
対
し
て
ク
ラ
ウ
ス
に
と
っ
て
は
、

〈
装
飾
〉
は
む
し
ろ
〈
進
歩
〉
や
〈
近
代
化
〉
の
産
物
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
〈
精
神
の
破
壊
〉
の
責
め
を
負
う
」（
山
口
「
カ
ー
ル
・
ク
ラ
ウ
ス
と

ア
ー
ド
ル
フ
・
ロ
ー
ス
」
六
四
頁
）。

（
55
）  

「
ク
ラ
ウ
ス
に
と
っ
て
守
る
べ
き
〈
自
然
〉
と
は
単
な
る
外
的
環
境
で
は
な
く
、
芸
術
家
の
精
神
性
、
ま
た
彼
の
女
性
観
に
よ
れ
ば
そ
の
源
泉

と
な
る
べ
き
女
性
の
官
能
性
と
い
う
〈
本
性
〉、
人
間
の
内
的
〈
自
然
〉
で
も
あ
っ
た
」（
山
口
「
カ
ー
ル
・
ク
ラ
ウ
ス
と
ア
ー
ド
ル
フ
・
ロ
ー

ス
」
六
五
頁
）。

（
56
）  Kraus, Schriften. Band 1

（『
モ
ラ
ル
と
犯
罪
』
小
松
太
郎
訳
、
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
七
〇
年
）.
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（
57
）  Kraus, Schriften. Band 1, S. 14

（『
モ
ラ
ル
と
犯
罪
』
八
頁
）.

（
58
）  Kraus, Schriften. Band 1, S. 106

（『
モ
ラ
ル
と
犯
罪
』
七
四
頁
）.

（
59
）  Thom

as Szasz, A
nti-Freud: Karl Kraus

’s Criticism
 of Psychoanalysis and Psychiatry, 1976=1990, Syracuse U

niversity Press, 
pp. 20 -21.

（
60
）  Sigm

und Freud, D
er W

itz und seine Beziehung zum
 U
nbew

ussten, in: G
esam

m
elte W

erke, Frankfurt am
 M
ain, Siebte Au-

flage, 1987, S. 26

（「
機
知

―
そ
の
無
意
識
と
の
関
係
」
中
岡
成
文
・
太
寿
堂
真
・
多
賀
健
太
郎
訳
、『
フ
ロ
イ
ト
全
集
』
第
八
巻
、
岩
波
書

店
、
二
〇
〇
八
年
、
二
六
頁
）; Freud, D

ie 

“kultuelle

” Sexualm
oral und die m

oderne N
ervosität, S. 163

（『
フ
ロ
イ
ト
全
集
』
第
九
巻
、

二
七
三
頁
）.

（
61
）  Tim

m
s, Karl Kraus, p. 95.

（
62
）  Freud, D

ie 

“kultuelle
” Sexualm

oral und die m
oderne N

ervosität, S. 158

（『
フ
ロ
イ
ト
全
集
』
第
九
巻
、
二
六
八
頁
）.

（
63
）  Kraus, Schriften. Band 1, S. 184

（『
モ
ラ
ル
と
犯
罪
』
一
三
九
頁
）.

（
64
）  Kraus, Schriften. Band 1, S. 182

（『
モ
ラ
ル
と
犯
罪
』
一
三
七
頁
）.

（
65
）  

ク
ラ
ウ
ス
の
議
論
が
持
つ
反
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
要
素
を
指
摘
す
る
先
行
研
究
は
数
多
い
。Janik and Toulm

in, W
ittgenstein

’s V
ienna, 

pp. 70 -75

（
一
一
三
―
一
二
〇
頁
）; Tim

m
s, Karl Kraus, pp. 64 -68; 

山
口
裕
之
「『
道
徳
と
犯
罪
』
に
お
け
る
芸
術
家
カ
ー
ル
・
ク
ラ
ウ
ス

の
視
座
」『
地
域
文
化
研
究
』
第
一
号
、
一
九
九
〇
年
、
一
三
四
頁
。

（
66
）  Kraus, Schriften. Band 1, S. 93

（『
モ
ラ
ル
と
犯
罪
』
五
九
頁
）.

（
67
）  Kraus, Schriften. Band 1, S. 90

（『
モ
ラ
ル
と
犯
罪
』
五
六
頁
）.

（
68
）  

ク
ラ
ウ
ス
の
議
論
に
お
け
る
、
女
性
の
性
的
解
放
と
文
化
発
展
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
先
に
掲
げ
た
山
口
「『
道
徳
と
犯
罪
』
に
お
け
る
芸
術

家
カ
ー
ル
・
ク
ラ
ウ
ス
の
視
座
」
が
詳
し
い
。

（
69
）  Tim
m
s, Karl Kraus, p. 71. 

ニ
ケ
・
ワ
ー
グ
ナ
ー
も
世
紀
末
に
好
ん
で
「
女
性
（Frau

）」
と
「
女
（W

eib

）」
が
対
立
概
念
と
し
て
用
い
ら

れ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
ク
ラ
ウ
ス
が
「
女
」、「
フ
ァ
ム
・
フ
ァ
タ
ー
ル
」
の
側
に
立
っ
て
い
た
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
（W

agner, G
eist und 

G
eschlecht, S. 132 ff. ﹇『

世
紀
末
ウ
ィ
ー
ン
の
精
神
と
性
』
一
四
一
頁
以
下
﹈）。

（
70
）  Kraus, Schriften. Band 1, S. 244

（『
モ
ラ
ル
と
犯
罪
』
一
七
七
頁
）.

　
　
　
ク
ラ
ウ
ス
は
こ
の
次
の
号
の
『
フ
ァ
ッ
ケ
ル
』（F212: 27, 1906

）
で
も
「
女
権
論
者
た
ち
は
、
女
の
自
然
権
の
た
め
に
闘
う
代
わ
り
に
、
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女
た
ち
を
反
自
然
（U

nnatur

）
へ
と
縛
り
付
け
る
こ
と
に
躍
起
に
な
っ
て
い
る
」
と
書
い
て
い
る
。

（
71
）  

ロ
ー
ス
の
「
女
性
の
モ
ー
ド
」
に
お
け
る
議
論
と
ク
ラ
ウ
ス
の
女
性
論
が
異
な
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
た
研
究
と
し
て
以
下
を

参
照
。Tim

m
s, Karl Kraus, p. 85; Pfabigan, U

rne und N
achttopf, S. 83. 

（
72
）  
ク
ラ
ウ
ス
と
フ
ロ
イ
ト
の
議
論
の
違
い
に
つ
い
て
はW

agner, G
eist und G

eschlecht, S. 128 -131

（『
世
紀
末
ウ
ィ
ー
ン
の
精
神
と
性
』
一

三
六
―
一
三
九
頁
）
を
参
照
。

（
73
）  
こ
の
問
題
は
、
藪
前
由
紀
「
カ
ー
ル
・
ク
ラ
ウ
ス
の
『
黒
人
』

―
世
界
文
化
の
〈
主
体
〉
と
し
て
の
黒
人
」（『
独
逸
文
学
』
第
四
四
号
、
二

〇
〇
〇
年
、
二
二
七
―
二
四
九
頁
）
を
参
照
。

（
74
）  Kraus, Schriften. Band 4, S. 326

（『
黒
魔
術
に
よ
る
世
界
の
没
落
』
二
四
〇
頁
）.

（
75
）  Kraus, Schriften. Band 2, S. 285

（『
ウ
ィ
ー
ン
聖
な
る
春
』
二
九
七
頁
）.

（
76
）  Kraus, Schriften. Band 2, S. 280 -293

（『
ウ
ィ
ー
ン
聖
な
る
春
』
二
九
一
―
三
〇
五
頁
）.

（
77
）  

だ
が
こ
の
問
題
に
対
し
、
例
え
ば
藪
前
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
と
も
す
れ
ば
ク
ラ
ウ
ス
自
身
が
〈
白
人
文
化
〉
は
〈
品
格
〉
が
あ
り
、

〈
黒
人
文
化
〉
を
〈
野
蛮
〉
と
見
做
し
、
文
化
を
二
項
対
立
的
に
概
念
化
し
て
い
た
と
思
わ
れ
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
も
同
時
代
人
の
間
で

既
に
定
着
し
て
い
た
固
定
観
念
や
社
会
通
念
を
、
ク
ラ
ウ
ス
が
著
作
の
中
で
意
図
的
に
使
用
し
た
と
思
わ
れ
る
（
ク
ラ
ウ
ス
は
そ
れ
ほ
ど
の
言
語

感
覚
の
あ
る
批
評
家
で
あ
っ
た
）」（「
カ
ー
ル
・
ク
ラ
ウ
ス
の
『
黒
人
』」
二
四
三
頁
）。

（
78
）  Kraus, Schriften. Band 4, S. 306

（『
黒
魔
術
に
よ
る
世
界
の
没
落
』
二
三
三
頁
）.

こ
の
点
に
つ
い
て
も
藪
前
「
カ
ー
ル
・
ク
ラ
ウ
ス
の

『
黒
人
』」
二
四
〇
―
二
四
一
頁
を
参
照
。

（
79
）  Kraus, Schriften. Band 10, S. 361

（『
人
類
最
後
の
日
々
（
上
）』
池
内
紀
訳
、
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
七
一
年
、
三
二
九
頁
）.

（
80
）  

詳
細
は
藪
前
由
紀
「
カ
ー
ル
・
ク
ラ
ウ
ス
と
第
一
次
バ
ル
カ
ン
戦
争

―
『
フ
ァ
ッ
ケ
ル
』
に
お
け
る
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
衰
微
」（『
独
逸
文

学
』
第
四
一
号
、
一
九
九
七
年
、
一
一
四
頁
）
を
参
照
。

（
81
）  Tim
m
s, Karl Kraus, p. 85.

（
82
）  

山
口
も
「
ま
さ
に
戦
争
に
お
い
て
こ
そ
、〈
根
源
の
言
葉
〉
の
圏
内
に
属
す
る
〈
精
神
〉、〈
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
〉
そ
し
て
〈
自
然
〉
が
、〈
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
〉
ま
た
〈
文
明
〉、〈
近
代
技
術
〉
に
よ
っ
て
、
最
も
は
な
は
だ
し
く
損
な
わ
れ
、
破
壊
さ
れ
て
い
る
の
を
ク
ラ
ウ
ス
は
見
る
」、
と
指

摘
す
る
（「
カ
ー
ル
・
ク
ラ
ウ
ス
に
お
け
る
世
界
・
言
葉
・
性
」（
二
）、『
人
文
研
究
』
第
四
五
号
、
一
九
九
三
年
、
一
一
八
頁
）。

（
83
）  Kraus, Schriften. Band 2, S. 291

（『
ウ
ィ
ー
ン
聖
な
る
春
』
三
〇
三
頁
）.
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（
84
）  

こ
の
「
展
開
」
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
高
橋
義
彦
「
カ
ー
ル
・
ク
ラ
ウ
ス
と
第
一
次
世
界
大
戦
」（『
法
学
政
治
学
論
究
』
第
八
六
号
、
二
〇
一

〇
年
、
一
三
五
―
一
六
三
頁
）
を
参
照
の
こ
と
。

高
橋
　
義
彦
（
た
か
は
し
　
よ
し
ひ
こ
）

所
属
・
現
職
　
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
後
期
博
士
課
程

最
終
学
歴
　
　
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
前
期
博
士
課
程

所
属
学
会
　
　
政
治
思
想
学
会
、
社
会
思
想
史
学
会

専
攻
領
域
　
　
政
治
思
想
史
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ド
イ
ツ
政
治
文
化
史

主
要
著
作
　
　 「
エ
リ
ッ
ク
・
フ
ェ
ー
ゲ
リ
ン
の
ウ
ィ
ー
ン

―
オ
ー
ス
ト
リ
ア
第
一
共
和
国
と
デ
モ

ク
ラ
シ
ー
の
危
機
」『
政
治
思
想
研
究
』
第
一
二
号
（
二
〇
一
二
年
）

　
　
　
　
　
　 「
カ
ー
ル
・
ク
ラ
ウ
ス
と
二
つ
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
」『
法
学
政
治
学
論
究
』
第
九
二
号
（
二

〇
一
二
年
）


